
情

報

源

日
本
の
陶
器
と
い
う
主
題
に
関
し
て
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
難
し
い
。『
観
古
図
説
』
と
題
さ
れ
た
蜷
川
式
胤
の

著
作
（
一
八
七
六
〜
七
九
年
）
は
、
先
行
研
究
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
の
主
題
に
つ
い
て
の
確
実
な
情
報
の
多
く
を
網
羅
し
て
い
る（

１
）。

東
京
の
博
物

局
が
刊
行
し
た
手
引
書
で
あ
る
『
工
芸
志
料（

２
）』

に
は
、
蜷
川
の
著
作
に
見
出
さ
れ
る
事
柄
の
多
く
が
、
簡
潔
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
工
芸
志
料
』

の
再
版（

３
）に

は
、
初
版
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
の
や
き
も
の
の
い
く
つ
か
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
者
に
よ

る
手
書
き
の
写
本
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
以
後
の
著
作
に
示
さ
れ
て
い
な
い
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
手
稿
で
あ
れ
、

（
１
）
蜷
川
式
胤
『
観
古
図
説

陶
器
之
部
』
全
七
巻
、
一
八
七
六
〜
七
九
年
（
復
刻
版
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
三
年
）。

（
２
）
黒
川
真
頼
『
工
芸
志
料
』
上
下
、
博
物
局
、
一
八
七
八
年
（『
増
訂

工
芸
志
料
』
前
田
泰
次
校
注
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
四
年
）。

（
３
）
同
『
増
補
訂
正

工
芸
志
料
』
宮
内
省
博
物
館
蔵
版
、
一
八
八
八
年
。

エ
ド
ワ
ー
ド＝

シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス

『
モ
ー
ス
日
本
陶
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
』
序
文
（
翻
訳
と
註
解
）

松

原

知

生

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
二
巻

第
二
号

二
〇
一－

二
四
一
頁

二
〇
一
八
年
二
月
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こ
の
種
の
土
着
の
記
録
に
お
い
て
、
日
本
の
陶
器
に
関
す
る
情
報
は
、
一
定
数
の
地
域
に
限
定
さ
れ
た
一
定
数
の
陶
工
の
域
を
出
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
蜷
川
は
そ
の
著
作
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
情
報
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
ま
と
め
上
げ
た
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
文
通

か
ら
得
ら
れ
た
成
果
や
、
度
重
な
る
資
料
探
し
の
長
旅
が
も
た
ら
し
た
結
果
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
陶
器
に
つ
い
て
英
語
で
書
か
れ

た
刊
行
物
の
う
ち
、
わ
ず
か
な
が
ら
価
値
あ
る
も
の
は
、『
観
古
図
説
』
や
『
工
芸
志
料
』
を
ほ
と
ん
ど
一
項
目
ず
つ
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
著
作
に
帰
さ
れ
る
べ
き
功
績
に
つ
い
て
は
、
通
常
た
だ
の
一
言
も
な
い（

４
）。

特
筆
す
べ
き
二
つ
の
例
外
は
、
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
Ｗ
・
フ
ラ

ン
ク
ス
卿
の
編
纂
に
よ
り
、「
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
案
内
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、『
日
本
の
陶
器
――
現
地
の
報
告
と
し
て（

５
）』、

そ
し
て
Ｈ
・
シ
ュ
ギ
オ
ー
〔
執
行
弘
道
〕
に
よ
っ
て
編
集
・
校
訂
さ
れ
た
、
ト
ー
マ
ス
・
Ｅ
・
ワ
ガ
マ
ン
〔
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（

６
）〕

の
目
録（

７
）で

あ
る
。

研
究
者
が
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
の
著
書
『
日
本
と
そ
の
美
術
』
第
二
版
を
ひ
も
と
く
な
ら
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー
ム
氏
が
日

（
８
）

本
陶
器
に
つ
い
て
記
し
た
見
識
あ
ふ
れ
る
一
章
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
私
は
、
Ｏ
・
ト
ク
ノ
ス
ケ
〔
上
田
得
之
助
〕
氏
と
Ｅ
・
デ
エ
ー
氏

（
９
）

に
よ
る
興
味
深
い
小
さ
な
手
引
書
『
日
本
の
陶
器
』、
お
よ
び
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
氏
の
『
日
本
美
術（

10
）』

や
、
Ｓ
・
ビ
ン
グ
氏（

11
）の

『
芸
術
の
日
本（

12
）』

に

お
け
る
陶
器
に
関
す
る
章
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
私
は
蜷
川
が
私
蔵
し
て
い
た
彼
自
身
の
著
作
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
た
。
そ
こ
に
は
、

著
者
で
あ
る
蜷
川
に
よ
っ
て
、
重
要
な
追
加
事
項
や
修
正
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る（

13
）。

さ
ら
に
、
逝
去
が
惜
し
ま
れ
る
こ
の
好
古
家
の
没
後
ま
も
な

く
私
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
、
手
書
き
の
書
簡
や
メ
モ
か
ら
も
、
数
々
の
情
報
が
得
ら
れ
た
。
私
は
ま
た
、『
万
宝
全
書
』（
一
七
〇
五
年（

14
））、

『
古
今
名
物
類
聚
』（
一
七
八
七
年
）、『
陶
器
考
』（
一
八
五
三
年（

15
））、『

乾
山
楽
焼
秘
書
』、
今
泉
〔
雄
作
〕
教
授
に
よ
る
『
国
華
』
掲
載
の
諸
論

文（
16
）、

シ
ョ
ハ
タ
・
タ
カ
オ
カ（

17
）に

よ
る
『
加
賀
越
中
陶
磁
考
草
』、
そ
し
て
古
賀
静
修
の
『
陶
器
小
志
』
か
ら
も
、
追
加
情
報
を
得
た
。
さ
ら
に
、

陶
四
郎
と
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
、
ま
た
万
古（

18
）や

樂
や
そ
の
他
の
陶
器
の
い
く
つ
か
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
一
枚
も
の
の
印
刷
物
か
ら
も
情
報
を
引

き
出
し
た
。
京
都
の
著
名
な
陶
工
た
ち
、
と
り
わ
け
〔
樂
〕
吉
左
衛
門（

19
）、

永
樂
〔
善
五
郎（

20
）〕、〔

高
橋
〕
道
八（

21
）、〔

清
水
〕
六
兵
衛（

22
）、〔

和
気
〕
亀
亭（

23
）、

〔
真
清
水
〕
蔵
六（

24
）ら

に
対
し
て
、
特
別
な
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
う
こ
と
で
、
こ
の
陶
芸
の
偉
大
な
中
心
地
に
関
す
る
数
多
く
の
重
要
な
点
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
武
蔵（

25
）、

尾
張（

26
）、

紀
伊（

27
）、

肥
後（

28
）、

周
防（

29
）、

安
芸（

30
）、

そ
の
他
の
地
域
の
陶
工
や
好
古
家
た
ち
も
ま
た
、
私
の
調
査
を
助
け
て
く

れ
た
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
間
、
私
は
た
く
さ
ん
の
陶
器
の
専
門
家
た
ち
と
多
か
れ
少
な
か
れ
親
密
な
関
係
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
触
れ
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（
４
）
モ
ー
ス
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
小
シ
ー
ボ
ル
ト
）
の
著
作
に
つ
い
て
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
そ

の
「
手
抜
か
り
」
と
「
忘
恩
」
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
（
大
森179

）。

（
５
）A

.W
.

Franks,
Japanese

Pottery
:

B
eing

a
N

ative
R

eport,
L

ondon
1880.

（
６
）
ワ
ガ
マ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、FO

12.
（
７
）C

atalogue
of

a
C

ollection
of

O
il

Paintings
and

W
ater-C

olor
D

raw
ings

by
A

m
erican

and
E

uropean
A

rtists
and

of
O

riental
A

rt
O

bjects

B
elonging

to
T
hom

as
E

.W
aggam

an
of

W
ashington,

D
.

C
.,

com
piled

and
edited

by
H

.
Shugio,

N
ew

Y
ork

1893.

（
８
）M

.
B

.
H

uish,
Japan

and
its

A
rt,

2
nd

ed.
revised

and
enlarged,

L
ondon

1892,
C

hap.
X

IV
,

“Pottery
and

Porcelain,
contributed

by
M

r.
C

.

H
olm

e”.

（
９
）T.

O
uéda,

E
.

D
eshayes,

L
a

céram
ique

japonaise
:

L
es

principaux
centres

de
fabrication

céram
ique

au
Japon

,
Paris

1895.

（
10
）L

.
G

onse,
L
’A

rt
japonais,

2
vols.,

Paris
1883.

（
11
）
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
はN

T
10.

ま
た
註
（
127
）
も
参
照
。

（
12
）L

e
Japon

artistique
:

docum
ents

d’art
et

d’industrie,
réunis

par
S
.

B
ing,

3
vols.,

1888-1891.

（『
藝
術
の
日
本

一
八
八
八
〜
一
八
九
一
』

Ｓ
・
ビ
ン
グ
編
、
大
島
清
次
監
修
、
芳
賀
徹
・
瀬
木
慎
一
・
池
上
忠
治
訳
、
美
術
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）

（
13
）
こ
こ
に
は
現
在
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
『
観
古
図
説

陶
器
ノ
部
』
三
点
の
う
ち
、
今
井
祐
子
氏
の
言
わ
れ
る
「
セ
ッ
ト
②
」
も
含
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
（
今
井
祐
子
『
陶
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
四
二
〇
〜
四
二
一
頁
）。
あ
る
い
は
、
モ
ー
ス
が

入
手
を
試
み
た
が
遺
族
が
売
却
を
拒
ん
だ
た
め
に
筆
写
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
蜷
川
に
よ
る
陶
器
に
つ
い
て
の
手
稿
を
も
含
む
の
か
も
し
れ
な

い
（JD

2:405
[3:210]

）。
蜷
川
の
死
後
モ
ー
ス
の
手
に
渡
っ
た
書
類
や
書
簡
、
図
版
や
著
作
に
つ
い
て
は
、N

T
10

も
参
照
。

（
14
）『
万
宝
全
書
』
全
一
三
巻
は
、
各
巻
に
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
か
ら
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
ま
で
の
年
記
が
あ
り
、
初
版
は
享
保
三
年
に

刊
行
。

（
15
）
田
内
梅
軒
米
三
郎
に
よ
る
同
書
は
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
自
序
の
『
陶
器
考
』
と
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
自
序
の
『
陶
器
考
付
録
』
か

ら
成
る
。

（
16
）『
国
華
』
の
第
四
、
五
、
九
、
一
〇
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
九
号
（
一
八
九
〇
年
一
月
〜
九
一
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
私
家
版
『
本

邦
陶
説

工
芸
部
類
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
今
井
前
掲
書
、
五
三
九
頁
お
よ
び
註
三
三
）。

（
17
）
同
書
の
著
者
は
加
藤
恒
。

（
18
）
万
古
焼
と
四
日
市
滞
在
に
つ
い
て
は
、JD

2:256
(3:83).

万
古
焼
に
つ
い
て
は
、
大
森161-162,

O
S528

に
も
言
及
が
あ
る
。

（
19
）
樂
家
一
一
代
慶
入
に
つ
い
て
は
、JD

2:190,
298-300,

403
(3:27,

119,
120,

208).

（
20
）
永
樂
家
一
四
代
得
全
に
つ
い
て
は
、JD

2:190,
300,

301
(3:27,

120,
121).
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て
お
き
た
い
の
は
、
蜷
川（

31
）、

マ
イ
ダ（

32
）、

古
筆
〔
了
沖（

33
）〕、

カ
シ
ワ
ゲ
〔
柏
木
貨
一
郎（

34
）〕、

キ
ム
ラ（

35
）、

そ
の
他
の
人
々
で
あ
る
。
上
述
の
書
籍
や
人
物

た
ち
の
ほ
か
に
、
私
の
主
要
な
情
報
源
と
な
っ
た
の
は
、
帝
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
主
導
的
な
蒐
集
家
、
茶
人
、
好
古
家
た
ち
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
蒐
集
家
た
ち
は
、
彼
ら
が
所
有
す
る
作
例
や
銘
印
の
「
拓
本
」
を
、
自
由
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
て
く
れ
た
。
帰
国
後

の
私
は
、
ワ
ガ
マ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
典
的
目
録
の
著
者
で
あ
る
執
行
弘
道
氏（

36
）、

松
木
文
恭
氏
、
そ
し
て
比
佐
道
太
郎
氏
に
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
執
行
氏
は
、
素
性
の
よ
く
分
か
ら
な
い
多
く
の
品
を
同
定
す
る
手
助
け
を
し

て
く
れ
、
来
る
日
も
来
る
日
も
蒐
集
品
を
熱
心
に
調
査
し
て
過
ご
し
た
。
松
木
氏
は
、
私
の
お
か
げ
で
日
本
の
陶
器
に
初
め
て
興
味
を
も
ち
、
初

歩
の
知
識
を
得
る
に
至
っ
た
の
だ
が
、
日
本
に
し
ば
し
ば
滞
在
し
て
は
、
陶
工
た
ち
本
人
か
ら
多
く
の
重
要
な
品
々
を
入
手
す
る
の
み
な
ら
ず
、

分
か
り
に
く
い
銘
印
を
と
り
わ
け
巧
み
に
解
読
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
比
佐
氏
は
、
彼
の
出
身
地
で
あ
る
磐
城
の
や
き
も
の
に
つ
い
て
、
き
わ
め

て
有
益
な
情
報
を
入
手
し
て
く
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
二
冊
の
近
代
の
著
作
を
私
の
た
め
に
翻
訳
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
タ
カ
ノ
氏
も
忘
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
彼
は
比
佐
氏
と
と
も
に
、
こ
こ
に
公
に
さ
れ
る
銘
印
の
大
半
を
写
し
取
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
作
業
の
中
で
タ
カ
ノ
氏
は
ま
た
、
日

本
に
い
る
誰
に
と
っ
て
も
難
題
で
あ
っ
た
多
く
の
銘
印
、
と
り
わ
け
庸
八
の
謎
を
解
明
し
た
。
こ
こ
で
、
シ
オ
ダ
氏
〔
塩
田
真
？
〕、
東
京
の
帝

の
ぶ
つ
ら

国
博
物
館
長
の
山
高
〔
信
離
〕
氏（

37
）か

ら
の
ご
恩
を
記
し
て
感
謝
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
書
簡
な
ど
を
通
じ
て
不
明
瞭
な
点
に
光
を

当
て
る
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
多
く
の
日
本
の
友
人
た
ち
に
も
感
謝
し
た
い
。
私
は
最
終
的
に
、
未
同
定
の
作
例
や
銘
印
を
、
帰
属
に
関
し
て
反

論
の
余
地
の
な
い
作
例
と
批
判
的
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
決
定
を
行
な
っ
た
。

私
が
こ
う
し
た
事
実
す
べ
て
に
触
れ
る
の
は
、
踏
み
固
め
ら
れ
た
わ
ず
か
な
道
を
外
れ
て
し
ま
う
と
、
情
報
源
が
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

主
題
を
適
切
に
論
じ
る
に
は
あ
ま
り
に
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
が
こ
の
予
備
的
な
目
録
を
公
に
す
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
気
が
進
ま
ず
、
か
な

り
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
釈
明
と
と
も
に
、
私
は
思
い
切
っ
て
こ
の
目
録
を
読
者
に
供
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
に
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
多
く
の
こ

と
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
専
門
家
た
ち
に
と
っ
て
さ
え
新
発
見
で
あ
る
よ
う
な
情
報
も
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
目
録
に
見
出
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
誤
っ
た
作
品
帰
属
や
し
く
じ
り
に
つ
い
て
、
私
に
は
次
の
よ
う
に
し
か
言
え
な
い
。
一
方
で
そ
れ
は
、
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（
21
）
高
橋
道
八
（
四
代
）
に
つ
い
て
は
、JD

2:190
(3:27).

（
22
）
清
水
六
兵
衛
（
三
代
）
に
つ
い
て
は
、JD

2:189,
190,

260,
282,

298,
306,

403
(3:25,

27,
86,

105,
119,

124,
208).

（
23
）
和
気
亀
亭
（
四
代
）
に
つ
い
て
は
、JD

2:190,
301

(3:27,
121).

そ
の
庭
園
の
図
は
、JH

255
(265).

（
24
）
真
清
水
蔵
六
（
二
代
）
に
つ
い
て
は
、O

S528
;JD

2:300,
301

(3:121).

（
25
）
根
岸
武
香
と
そ
の
招
き
に
よ
る
武
蔵
国
冑
山
滞
在
つ
い
て
は
、JH

x
(vi)

;
JD

2:319-323
(3:135-138).

そ
の
住
ま
い
と
台
所
に
つ
い
て
は
、JH

62,

63,
188

(81,
82,

200-203).

（
26
）
名
古
屋
の
骨
董
商
・
桜
井
権
三
と
の
因
縁
に
つ
い
て
は
、JD

2:247,
248,

253,
350,

421-423
(3:75,

76,
80,

162,
223-225).

権
三
の
仲
介
で

訪
問
し
た
不
二
見
焼
の
窯
元
・
村
瀬
美
香
の
茶
席
に
つ
い
て
は
、JH

154
(169,

170)
;JD

2:246-254
(3:75-81).

（
27
）
和
歌
山
を
は
じ
め
と
す
る
紀
伊
で
の
陶
器
収
集
に
つ
い
て
は
、JD

2:283,
289

(3:104,
111).

（
28
）
熊
本
・
八
代
滞
在
に
つ
い
て
は
、JD

2:164-174
(3:3-11).

（
29
）
周
防
岩
国
藩
の
元
藩
主
・
吉
川
経
建
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、JD

2:222-224
(3:53-55).

彼
の
紹
介
状
に
よ
る
岩
国
で
の
歓
待
に
つ
い
て
は
、

JD
2:239,

267-274
(3:68,

93-98).

（
30
）
広
島
滞
在
に
つ
い
て
は
、JD

2:263-265,
278,

279
(3:89,

90,
102,

103).

（
31
）
蜷
川
式
胤
に
つ
い
て
は
、SM

iv,
36

;
介
墟113

;

大
森13,

48,
151

;O
S514,

523,
526-528

;JD
2:106,

107,
190,

214,
219,

356-360,
371,

397,
405,

414,
415

(2:243,
244,

3:27,
46,

51,
167-171,

181,
203,

210,
218,

219)
;N

T
10

;FO
12.

東
京
と
京
都
の
邸
宅
に
つ
い
て
は
、

JH
64-67,

75,
76,

243,
244

(83-86,
93,

255).

（
32
）
同
一
人
物
と
思
し
きM

aida

の
名
は
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』（JD

2:396
[3:202]

）
に
も
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
、
富
士
の
印
の
あ
る
茶
碗
の

鑑
定
を
め
ぐ
っ
て
、
愛
好
家
た
ち
の
意
見
が
大
い
に
割
れ
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
古
筆
了
沖
に
つ
い
て
は
、JH

ix
(vi)

;O
S523

;JD
2:328,

344,
362,

392,
395-398,

415
(3:143,

156,
173,

198,
199,

201-204,
219).

そ
の
住

ま
い
と
下
駄
箱
の
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、JH

239,
265

(250,
251,

276)
;JD

2:392
(3:198,

199).

（
34
）
柏
木
貨
一
郎
に
つ
い
て
は
、JH

ix
(vi)

;JD
1:303,

2:362-365,
371,

372,
396

(2:22,
3:173-175,

181,
202).

倉
を
改
造
し
た
彼
の
住
ま
い
に
つ

い
て
は
、
上
記
の
ほ
か
に
、JH

75,
160-161

(93,
174-176).

（
35
）K

im
ura

な
る
人
物
は
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
に
お
い
て
、
一
八
八
二
年
の
名
古
屋
滞
在
で
の
同
道
者
と
し
て
登
場
す
る
（JD

2:248,
253,

423

[3:76,
80,

224]

）
が
、
こ
れ
と
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
。

（
36
）
執
行
弘
道
に
つ
い
て
は
、JH

x
(vii).

（
37
）
塩
田
（
真
？
）
と
山
高
信
離
に
つ
い
て
は
、O

S523.
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作
業
を
急
ぎ
す
ぎ
た
結
果
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
方
で
は
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
サ
ニ
ア
ム
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
あ
る
評
者

の
こ
と
ば
を
引
用
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
、
こ
う
し
た
性
質
の
仕
事
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
、
き
わ
め
て
正

し
く
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
お
い
て
最
も
有
能
な
学
者
の
ひ
と
り
が
、
真
剣
に
こ
う
述
べ
た
。「
も
し
も
自

分
は
著
作
に
お
い
て
厳
密
無
比
で
あ
り
、
空
想
豊
か
に
も
「
正
確
さ
の

」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
、
と
い
う
名
声
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
カ
タ
ロ
グ
作
り
を
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
自
分
の
虚
栄
心
に
気
づ
く
こ
と
も
、
他
人
の
し
く

じ
り
に
寛
容
に
な
る
こ
と
も
、
間
違
え
る
の
が
人
間
で
あ
る
と
得
心
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
言
葉
は
二
度
と
信
用
し
な
く
て
い

い
」」。

名
称
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
陶
器
に
適
切
な
呼
び
名
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
人
の
専
門
家
の
間
に
は
た
い
へ
ん
な
混
乱
が
あ
る
。
同
じ
ひ
と
つ

の
陶
器
に
多
く
の
名
称
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
種
類
の
異
な
る
複
数
の
陶
器
が
ひ
と
つ
の
名
の
も
と
に
括
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
陶
器
に
付
さ
れ
た
印
が
示
し
て
い
る
名
称
を
優
先
し
た
。
た
と
え
ば
、
於
多
福
〔
庵（

38
）〕

と
い
う
印
が
捺
さ
れ
た
陶

器
は
、
こ
の
名
で
知
ら
れ
る
が
、
生
産
地
で
あ
る
京
都
の
地
域
名
を
と
っ
て
醍
醐
焼
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、

於
多
福
〔
庵
〕
と
い
う
名
を
陶
器
の
呼
称
と
し
て
採
用
す
る
。
他
方
、
あ
る
陶
工
一
家
の
製
品
が
複
数
の
名
で
知
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
多
様
な
印
が
作
品
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る（

39
）。

た
と
え
ば
、
名
古
屋
の
豊
助
の
作
品
に
は
、
豊
助
、
豊
八
、
豊
楽
な
ど
の
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
場
合
は
豊
助
と
い
う
名
称
だ
け
を
採
用
す
る
。
蜷
川
は
常
々
、
膳
所（

40
）と

い
う
名
称
を
、
単
一
の
窯
で
焼
か
れ
た
製
品
の
み
を
指
す
も

の
だ
と
推
測
し
て
い
た
が
、
か
つ
て
膳
所
藩
の
役
人
で
あ
っ
た
シ
バ
タ
氏
に
彼
が
個
人
的
な
聞
き
取
り
を
し
た
結
果
、
こ
の
名
称
に
は
、
ま
っ
た

く
別
個
の
陶
工
た
ち
と
、
大
江
、
瀬
田
、
梅
林
な
ど
、
広
く
分
散
し
た
多
く
の
窯
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
様

な
窯
は
い
ず
れ
も
膳
所
家（

41
）の

所
領
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
陶
工
た
ち
は
、
そ
の
起
源
と
制
作
方
法
に
お
い
て
互
い
に
異
な
る
た
め
、

彼
ら
の
名
前
は
別
々
に
考
察
し
、
膳
所
と
い
う
名
で
一
括
り
に
し
な
い
も
の
と
す
る
。
地
理
的
な
名
称
に
関
し
て
い
え
ば
、
陶
器
は
そ
れ
が
焼
か
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れ
た
場
所
の
名
で
は
な
く
、
販
売
さ
れ
た
都
市
の
名
で
知
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
高
田
焼
は
、
日
本
中
で
八
代
焼
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
地
元
で
は
高
田
焼
で
通
っ
て
い
る（

42
）。

有
田
焼
は
伊
万
里
焼
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
マ
イ

セ
ン
で
焼
か
れ
た
陶
器
は
、
製
品
が
販
売
さ
れ
る
地
で
あ
る
ド
レ
ス
デ
ン
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
で
私
が
「
稀
少
」
あ
る
い
は
「
き
わ
め
て
稀
少
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
使
う
場
合
、
そ
れ
は
コ
レ
ク
タ
ー
の
関
心
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
コ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
私
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る（

43
）。

こ
の
経
験
は
、
日
本
に
お
い
て
数
百
に
の
ぼ
る
公
的
・
私
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調
査

し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
無
数
の
骨
董
屋
で
山
と
積
ま
れ
て
売
ら
れ
て
い
た
品
々
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ

リ
カ
の
先
進
的
な
公
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
数
多
く
の
私
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
か
れ
少
な
か
れ
批
判
的
に
調
査
し
た
こ
と
も
、
触
れ
て
お
い
て

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
稀
少
性
が
必
ず
し
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
高
い
価
値
や
美
、
あ
る
い
は
内
在
的
な
長
所
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
理

解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

偽
り
の
手
引
き

陶
器
の
窯
や
作
者
の
同
定
へ
と
導
い
て
く
れ
る
王
道
は
存
在
し
な
い
。
見
せ
か
け
の
古
さ
や
印
の
偽
造
は
、
真
作
に
よ
く
親
し
む
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
見
破
る
こ
と
が
で
き
る
。
陶
器
が
真
作
で
あ
る
場
合
、
陶
工
の
印
が
最
良
の
手
が
か
り
と
な
る
。
肥
前
や
長
門
、
土
佐
を
は
じ
め
と
す
る

い
く
つ
か
の
地
方
で
は
、
陶
器
に
署
名
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
は
陶
土
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

44
）。

陶
器
に

（
38
）
於
多
福
庵
に
つ
い
て
は
、
大
森162.

（
39
）
一
人
の
陶
工
が
複
数
の
名
前
や
印
を
用
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
鑑
定
の
困
難
に
つ
い
て
は
、O

S527.

（
40
）
膳
所
焼
に
つ
い
て
は
、JD

2:399
(3:205).

（
41
）
モ
ー
ス
はZ

entokoro
fam

ily

と
記
し
て
い
る
が
、
膳
所
藩
を
実
際
に
治
め
て
い
た
の
は
戸
田
・
本
多
・
菅
沼
・
石
川
の
各
家
で
あ
る
。

（
42
）
高
田
焼
に
つ
い
て
は
、JD

2:167,
400

(3:5,
205).

（
43
）
日
本
人
と
モ
ー
ス
自
身
の
「
コ
レ
ク
タ
ー
魂
」
に
つ
い
て
は
、JD

2:105
(2:242,

243).

（
44
）
日
本
人
が
鑑
定
に
お
い
て
陶
土
を
最
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、O

S528.
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村
や
神
社
の
名
前
が
書
か
れ
た
り
彫
ら
れ
た
り
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
生
産
地
を
知
る
た
め
の
安
全
な
基
準
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
神
社
や

主
要
な
行
楽
地
の
多
く
で
は
、
そ
の
土
地
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
お
土
産
と
し
て
買
い
求
め
る
が
、
そ
う
し
た
製
品
は
通
常
、
土
地
の
ご
く
近

隣
で
生
産
さ
れ
、
材
料
も
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
も
の
が
使
わ
れ
る（

45
）。

た
と
え
ば
日
光
で
は
、
大
き
な
木
質
の
キ
ノ
コ
か
ら
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
箱
や
杯
が
売
ら
れ
て
い
る（

46
）。

ま
た
箱
根
で
は
寄
木
細
工（

47
）、

江
ノ
島
で
は
貝
細
工
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
で
作
ら
れ
る
本
物
の
土
産
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
陶
器
の
土
産
品
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
し
た
や

き
も
の
は
、
ど
こ
か
製
陶
の
一
大
中
心
地
で
焼
か
れ
、
土
産
物
と
し
て
売
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
有
名
な
行
楽
地
の
印
が
捺
さ
れ
た
だ
け
の
も
の
か

も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
宮
島
焼
の
あ
る
タ
イ
プ
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
古
び
た
箱
に
書
か
れ
た
名
や
、
注
意
深
く
折
り
た
た
ま

れ
て
箱
に
入
れ
ら
れ
た
証
明
書
さ
え
も
、
有
害
な
手
引
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
元
来
そ
こ
に
入
っ
て
い
た
品
が
壊
れ
る
か
失
わ
れ
る
か
し
て
、

同
様
に
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
品
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る（

48
）。

蜷
川
も
こ
の

手
で
騙
さ
れ
た
。
彼
は
、
も
と
も
と
薩
摩
焼
の
碗
が
入
っ
て
い
た
箱
に
、
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
よ
ろ
し
く（

49
）収

め
ら
れ
た
六
兵
衛
の
碗
を
、
印
が
消
え
て

し
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
薩
摩
焼
と
見
誤
っ
た
の
で
あ
る（

50
）。

特
に
、
陶
器
に
見
ら
れ
る
陶
工
一
族
の
紋
章
す
な
わ
ち
「
紋
」
は
、
そ
の
品
の

起
源
を
同
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
何
の
価
値
も
な
い
。

無
名
の
作
陶
家
た
ち

日
本
人
は
見
る
か
ら
に
気
楽
に
陶
器
作
り
を
始
め
る
の
で
、
短
期
間
だ
け
作
陶
に
手
を
染
め
る
無
数
の
群
小
作
家
た
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
彼
ら
の
製
品
は
、
有
名
な
作
品
の
弱
々
し
い
模
倣
で
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
家
た
ち
が
い
か
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

追
い
求
め
た
と
し
て
も
、
で
き
上
が
っ
て
く
る
の
は
愚
に
も
つ
か
ぬ
品
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
う
し

た
作
品
が
残
る
の
は
ご
く
短
期
間
で
あ
り
、
そ
の
性
質
も
重
要
で
は
な
い
た
め
、
作
者
の
存
在
に
つ
い
て
は
何
の
記
録
も
残
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

か
か
る
品
々
の
制
作
年
代
は
あ
る
程
度
ま
で
判
断
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
焼
か
れ
た
場
所
も
ま
た
推
測
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

こ
の
主
題
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
光
を
当
て
る
こ
と
は
ま
ま
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
何
の
重
要
性
も
な
い
場
合
が
多
い
。
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ア
マ
チ
ュ
ア
作
陶
家
た
ち

日
本
の
陶
器
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
苦
悩
と
悲
嘆
の
種
と
な
る
の
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
陶
家
た
ち
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
薄

茶
や
煎
茶
な
ど
茶
道
の
愛
好
家
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
そ
ろ
っ
て
熱
愛
す
る
芸
術
、
す
な
わ
ち
陶
芸
を
自
分
の
手
で
試
し
て
み
る
こ
と
が
、
長
ら
く

習
慣
と
な
っ
て
き
た
。
彼
ら
の
作
品
に
は
よ
い
も
の
も
あ
る
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
作
品
一
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ひ
ど
い
も
の
も
あ
る
。

運
よ
く
そ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
作
家
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
署
名
が
そ
れ
と
分
か
る
ほ
ぼ
唯
一
の
特
徴
で
あ
る
。
作
品
に
は
通

常
、
印
が
捺
さ
れ
た
り
書
か
れ
た
り
す
る
が
、
文
字
が
解
読
で
き
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
仮
に
読
め
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
庭
園
や
夏
の
別
荘

の
詩
的
な
名
称
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
な
詩
的
名
称
だ
っ
た
り
す
る
。
銘
文
は
ま
た
、
陶
土
が
何
ら
か
の
歴
史
あ
る
神
社
や
有
名
な
山
か
ら
採

取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
作
者
が
八
〇
歳
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
年
齢
に
達
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の

種
の
作
品
が
作
ら
れ
た
経
緯
を
示
す
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
作
陶
家
が
遠
く
離
れ
た
地
方
に
巡
礼
し
、
そ
の
地
か
ら
い
く
ら

か
粘
土
を
持
ち
帰
る
。
釉
薬
の
材
料
は
別
の
地
方
か
ら
集
め
、
最
後
に
訪
問
し
た
土
地
か
ら
二
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
場
所
に
逗
留
し
、
そ
こ
で
こ

の
由
緒
あ
る
芸
術
の
難
し
さ
と
格
闘
し
な
が
ら
碗
や
香
炉
を
作
り
、
窯
で
焼
く
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
か
ら
釉
薬
を
か
け
、
も
う
一
度
窯
で
焼
く

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
彼
の
友
人
の
芸
術
家
が
そ
こ
に
竹
の
若
枝
を
描
き
、
雅
号
を
書
き
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
う
し
て
で
き
上
が
っ

た
陶
器
は
正
真
正
銘
の
パ
ズ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
作
者
や
窯
を
同
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い（

51
）。

だ
が
、
こ
の
種
の
作
品
に
つ
い
て
も
考
察

（
45
）
そ
の
土
地
の
材
料
で
作
ら
れ
る
土
産
物
に
つ
い
て
は
、JD

1:78,
79

(1:70,
71).

（
46
）
キ
ノ
コ
で
で
き
た
盃
に
つ
い
て
は
、JD

1:78,
79

(1:70).

（
47
）
箱
根
の
寄
木
細
工
に
つ
い
て
は
、JD

2:241
(3:69,

70).

（
48
）
箱
と
中
身
の
違
い
に
よ
る
鑑
定
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、O

S528
;JD

2:399
(3:205).

（
49
）
カ
ッ
コ
ウ
は
他
の
鳥
の
巣
に
卵
を
産
ん
で
育
て
さ
せ
る
「
托
卵
」
と
い
う
習
性
を
も
つ
。
動
物
学
者
の
モ
ー
ス
ら
し
い
た
と
え
で
あ
る
。

（
50
）
モ
ー
ス
が
所
有
し
て
い
た
こ
の
茶
碗
に
つ
い
て
は
、O

S520,
528.

（
51
）
他
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
陶
土
に
よ
る
作
品
の
鑑
定
の
難
し
さ
に
つ
い
て
は
、O

S528.
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し
な
い
か
ぎ
り
、
日
本
陶
器
の
研
究
は
完
成
し
な
い
の
で
あ
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
は
し
ば
し
ば
新
種
の
陶
土
や
釉
薬
を
発
見
し
、
土
か
ら
作
る
こ
と

の
で
き
る
よ
り
洗
練
さ
れ
た
形
や
新
し
い
タ
イ
プ
の
品
を
提
案
す
る
。
こ
う
し
た
「
浪
人
」
陶
器
は
し
ば
し
ば
、
プ
ロ
の
陶
工
の
作
品
に
影
響
を

与
え
て
き
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
や
顕
微
鏡
の
愛
好
家
も
ま
た
、
同
じ
分
野
の
プ
ロ
の
仕
事
人
が
求
め
る
機
材

の
性
質
を
向
上
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
発
見
を
成
し
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
陶
器
に
お
い
て
誤
っ
た
作
品
帰
属
が
な
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
は
っ
き
り
と
し
た
記
録
が
利
用
で
き
る

場
合
を
の
ぞ
い
て
）、
そ
れ
に
関
す
る
唯
一
の
同
定
可
能
な
特
徴
が
、
プ
ロ
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
い
え
ば
、
こ
の
点
に
お
い
て
す
ら
誤
り
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
の
作
品
の
中
に
も
ア
マ
チ
ュ
ア
並
み
の
ひ
ど
い
も
の

が
あ
り
、
そ
の
逆
に
、
稀
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
品
に
も
プ
ロ
並
み
に
優
れ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

陶
器
の
制
作

有
史
以
前
の
日
本
の
陶
器
は
手
で
成
形
さ
れ
て
お
り
、
今
日
、
帝
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
い
て
、
こ
の
い
に
し
え
の
手
法
が
先
史
時
代
の

形
の
ま
ま
続
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
今
も
な
お
、
手
だ
け
を
使
っ
て
多
種
多
様
な
碗
や
精
巧
な
急
須
、
皿
を
作
っ
て
い
る
陶
工
た
ち
が
大
勢

い
る
。
神
社
で
の
供
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
陶
器
は
、
通
常
ろ
く
ろ
を
用
い
ず
に
作
ら
れ
、
施
釉
も
さ
れ
な
い
。

陶
工
が
用
い
る
ろ
く
ろ
は
、
行
基
菩
薩
が
考
案
し
た
も
の
と
誤
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
朝
鮮
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
最
初
期
の
も
の
は
お
そ
ら
く
、
薩
摩
や
そ
の
他
の
南
方
地
域
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
蹴
ろ
く
ろ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
陶
工
の
ろ
く
ろ
は

一
般
的
に
、
直
径
一
五
〜
一
八
イ
ン
チ
、
厚
さ
三
イ
ン
チ
の
木
製
の
円
盤
で
で
き
て
お
り
、
そ
こ
に
長
さ
一
五
イ
ン
チ
あ
ま
り
の
中
空
の
軸
が
取

り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
地
面
に
し
っ
か
り
と
立
て
ら
れ
た
先
の
尖
っ
た
心
棒
を
、
こ
の
軸
の
中
に
通
す
こ
と
で
、
ろ
く
ろ
が
据
え
つ
け
ら
れ
る
。

ろ
く
ろ
が
心
棒
に
接
す
る
こ
と
で
生
じ
る
摩
擦
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ろ
く
ろ
に
は
磁
器
の
皿
か
杯
が
は
め
込
ま
れ
る
。
ろ
く
ろ
自
体
は
床
と
同

じ
高
さ
に
位
置
し
、
陶
工
は
通
常
の
日
本
的
な
姿
勢
で
座
り
、
ろ
く
ろ
の
上
に
身
を
傾
け
、
ろ
く
ろ
の
外
周
近
く
に
設
け
ら
れ
た
浅
い
穴
か
く
ぼ

み
に
細
長
い
棒
を
差
し
込
ん
で
回
転
さ
せ
る
。
腕
を
何
回
か
力
強
く
動
か
し
て
、
ろ
く
ろ
を
高
速
回
転
さ
せ
る
と
、
陶
工
は
ひ
じ
を
膝
の
上
に
突
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き
立
て
、
体
全
体
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
彼
が
回
転
さ
せ
る
粘
土
を
し
っ
か
り
と
意
の
ま
ま
に
操
る
わ
け
で
あ
る
。
ろ
く
ろ
の
動
き
が
鈍
く

な
っ
た
ら
、
再
び
回
転
さ
せ
る
。
い
く
つ
か
の
優
美
な
徳
利
や
、
驚
く
ば
か
り
に
薄
作
り
で
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
碗
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
日
本
の

陶
工
に
よ
る
作
品
の
驚
嘆
す
べ
き
精
巧
さ
は
、
彼
ら
が
ろ
く
ろ
を
回
す
際
の
姿
勢
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
安
定
感
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
卿（

52
）は

、「
薩
摩
の
朝
鮮
陶
工
た
ち
」（『
日
本
ア
ジ
ア
協
会
紀
要
』
一
八
七
八
年（

53
））

に
お
い
て
、
薩
摩
に
住
む
朝
鮮
人
陶

工
た
ち
が
用
い
る
ろ
く
ろ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ろ
く
ろ
は
四
本
の
木
の
棒
で
接
続
さ
れ
た
二
枚
の
木
の
円
盤
か
ら

成
る
。
四
角
い
ピ
ッ
ト
の
中
に
立
て
ら
れ
た
心
棒
が
、
下
の
円
盤
の
穴
を
通
り
、
そ
の
先
端
に
上
の
円
盤
が
載
せ
ら
れ
る
。
磁
器
の
杯
が
ベ
ア
リ

ン
グ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
最
も
小
さ
な
ろ
く
ろ
で
は
、
上
の
円
盤
の
直
径
が
一
五
イ
ン
チ
、
下
の
円
盤
が

直
径
一
八
イ
ン
チ
で
あ
る
。
陶
工
は
ピ
ッ
ト
の
端
に
座
り
、
下
の
円
盤
を
左
足
で
押
す
か
蹴
る
か
す
る
の
で
あ
り
、
下
の
円
盤
を
自
在
に
蹴
ら
れ

る
よ
う
、
ろ
く
ろ
は
十
分
に
離
れ
て
設
置
さ
れ
る
。
Ｐ
・
Ｌ
・
ジ
ュ
イ
氏
（『
サ
イ
エ
ン
ス
』
一
八
八
八
年
、
一
四
四
頁（

54
））

が
述
べ
る
よ
う
に
、

朝
鮮
の
ろ
く
ろ
は
、
典
型
的
な
日
本
の
ろ
く
ろ
と
同
様
、
円
盤
が
一
枚
だ
け
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
と
は
形
式
を
異
に
す
る
。
陶
工
は
ろ
く

ろ
と
同
じ
高
さ
で
、
片
方
の
足
の
上
に
座
り
、
も
う
片
方
の
足
で
ろ
く
ろ
を
蹴
る
。
ろ
く
ろ
の
中
心
は
軸
頭
に
置
か
れ
、
そ
の
下
の
小
さ
な
車
輪

の
上
を
回
転
す
る（

55
）。

広
東
北
部
で
見
た
ろ
く
ろ
は
、
陶
工
が
座
っ
て
い
る
の
と
同
じ
高
さ
に
位
置
し
、
片
側
に
立
っ
た
少
年
が
固
定
さ
れ
た
竹
竿

を
握
っ
て
安
定
を
保
ち
な
が
ら
右
足
で
円
盤
を
蹴
り
、
陶
工
が
上
に
載
っ
た
粘
土
を
成
型
し
て
い
た（

56
）。

窯
は
隣
り
合
わ
せ
に
並
ん
だ
一
連
の
焼
成

室
か
ら
成
っ
て
お
り
、
丘
の
斜
面
に
築
か
れ
る
。
い
ち
ば
ん
下
の
焼
成
室
は
幅
四
、
五
フ
ィ
ー
ト
だ
が
、
上
に
い
く
に
つ
れ
て
次
第
に
幅
が
広
が

（
52
）
サ
ト
ウ
と
薩
摩
焼
に
つ
い
て
は
、O

S516,
523,

524,
527.

（
53
）E

.
M

.
Satow

,
“T

he
K

orean
Potters

in
Satsum

a”,
in

Transactions
of

the
A

siatic
Society

of
Japan

,V
ol.V

I,
Part

2,
1878,

pp.
193-203.

（
54
）P.

L
.

Jouy,
“T

he
C

orean
Potter’s

W
heel”,

in
Science,V

ol.
X

II,
N

o.
294,

1888,
p.

144.

（
55
）
朝
鮮
の
ろ
く
ろ
に
つ
い
て
は
、JD

2:328
(3:143).

（
56
）
中
国
の
ろ
く
ろ
に
つ
い
て
は
、G

C
199.
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り
、
八
番
目
あ
る
い
は
十
番
目
に
位
置
す
る
最
上
段
の
焼
成
室
の
幅
は
、
八
フ
ィ
ー
ト
か
そ
れ
以
上
に
な
る
。
焼
成
室
の
端
に
は
、
陶
器
を
運
び

入
れ
る
た
め
の
大
き
な
開
口
部
と
、
燃
料
〔
薪
〕
を
入
れ
る
た
め
の
小
さ
な
開
口
部
が
あ
る
。
各
焼
成
室
は
中
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
最
初
に
い

ち
ば
ん
下
の
焼
成
室
に
火
を
つ
け
、
し
ば
ら
く
激
し
く
燃
や
し
た
後
、
そ
の
隣
の
焼
成
室
に
燃
料
を
足
し
、
次
第
に
上
の
方
へ
と
火
を
至
ら
し
め

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
熱
を
も
れ
な
く
利
用
す
る
わ
け
で
あ
る
。
私
は
こ
の
形
式
の
窯
を
描
い
た
朝
鮮
の
絵
を
持
っ
て
お
り（

57
）、

同
じ
も
の
を
中
国

で
も
目
に
し
た
。
日
本
よ
り
も
中
国
の
方
が
、
窯
を
は
る
か
に
し
っ
か
り
と
、
堅
固
に
築
く
よ
う
で
あ
る（

58
）。

直
径
五
、
六
フ
ィ
ー
ト
の
単
体
の
円

形
の
窯
も
あ
り
、
こ
れ
は
特
別
な
焼
成
の
目
的
の
た
め
に
、
マ
ッ
フ
ル
〔
間
接
加
熱
室
〕
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
と
同
様
、

さ

や

繊
細
な
作
品
の
た
め
に
は
匣
鉢
が
使
用
さ
れ
る
。
楽
焼
の
焼
成
に
は
家
の
中
に
小
さ
な
か
ま
ど
が
設
え
ら
れ
、
燃
焼
を
確
実
に
早
め
る
た
め
に
四

角
い
ふ
い
ご
が
用
い
ら
れ
る
。
八
代
近
郊
の
高
田
な
ど
多
く
の
場
所
で
は
、
ひ
と
つ
の
窯
が
近
隣
の
す
べ
て
の
陶
工
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
。
八

代
焼
や
備
前
焼
に
用
い
ら
れ
る
数
多
く
の
マ
ー
ク
は
窯
印
と
呼
ば
れ
、
個
々
の
陶
工
の
作
品
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
陶
工
た
ち
が
使
う
道
具
を
記

述
す
る
こ
と
は
ご
く
簡
単
で
あ
る
。
碗
の
内
側
を
成
型
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
木
型
、
首
の
細
い
瓶
の
内
側
に
沿
わ
せ
る
た
め
の
、
先
端
が
鉤

状
に
な
っ
た
長
い
棒
、
碗
や
皿
の
端
に
丸
み
を
つ
け
る
た
め
に
濡
ら
し
て
使
う
革
の
小
片
、
適
当
な
直
径
を
保
つ
た
め
の
カ
リ
パ
ス
（
測
径
器
）、

ろ
く
ろ
か
ら
作
品
を
分
離
す
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
、
さ
ら
に
は
ほ
か
に
も
道
具
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
様
に
単
純
な
も
の
で
あ
る
。

装

飾

日
本
人
が
陶
器
の
装
飾
に
用
い
る
多
く
の
奇
妙
な
モ
チ
ー
フ
の
意
味
を
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
と
中
国
の
神
話
、
古
典
、
歴
史
、
象
徴
、

習
俗
、
宗
教
に
つ
い
て
、
幅
広
く
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
研
究
そ
れ
自
体
、
重
要
な
仕
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

紙
幅
の
都
合
上
、
こ
の
た
い
へ
ん
興
味
深
い
主
題
に
つ
い
て
は
ご
く
手
短
に
言
及
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
装
飾
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
わ
れ
る

風
変
わ
り
で
予
期
せ
ぬ
品
々
は
、
そ
の
意
味
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
こ
と
に
奇
妙
奇
天
烈
に
見
え
る
。
藁
で
編
ん
だ
房
飾
り
や
垂

れ
下
が
っ
た
松
の
若
枝
、
あ
る
い
は
赤
い
ロ
ブ
ス
タ
ー
や
笹
の
小
枝
〔
の
図
柄
〕
で
飾
ら
れ
た
碗
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
、
た
ま
た
ま
正

月
に
日
本
に
い
て
、
藁
や
松
や
赤
い
ロ
ブ
ス
タ
ー
で
で
き
た
趣
味
の
よ
い
飾
り
を
門
の
上
や
家
の
前
に
見
た
こ
と
の
あ
る
者
で
な
い
と
分
か
ら
な
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い（
59
）。

自
然
の
風
景
や
花
々
な
ど
は
、
は
っ
き
り
と
明
瞭
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
す
ら
意
味
が
あ
る
。
風
景
は
、
ど
こ
か
の
有
名
な
寺
院
の
場
所

を
描
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
何
ら
か
の
英
雄
的
な
行
為
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
歴
史
的
な
土
地
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
美

し
さ
で
名
高
い
何
ら
か
の
場
所
を
想
起
さ
せ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
花
々
に
も
言
語
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
あ
る
感
情
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の

歴
史
的
な
出
会
い
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
陶
器
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
方
法
と
モ
チ
ー
フ
を
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
大
ま
か
に
分
類
し
て

み
よ
う
。

（
１
）
動
物
と
植
物

猿
や
狐
、
ア
ナ
グ
マ
〔
狸
〕
は
、
多
く
の
迷
信
や
奇
妙
な
物
語
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
図
柄
が
し
ば
し
ば
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

魚
や
鳥
、
と
り
わ
け
水
鳥
は
一
般
的
な
画
題
で
あ
る
。
昆
虫
の
中
で
は
蝶
、
お
よ
び
翅
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
鳴
く
虫
〔
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
〕
が
、
芸

術
家
の
主
題
と
な
る
。
貝
と
イ
カ
も
珍
し
く
な
い
。

（
２
）
自
然
の
風
景
と
自
然
の
事
物

単
純
な
風
景
、
流
れ
る
小
川
、
富
士
の
嶺
、
花
の
咲
い
た
小
枝
な
ど
は
、
陶
器
の
装
飾
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
芸
術
家
の
努
力
は
決
し
て
尽

き
る
こ
と
が
な
い
。
花
の
咲
い
た
小
枝
や
単
純
な
風
景
は
、
碗
の
片
側
に
描
か
れ
る
。
絵
付
け
は
し
ば
し
ば
た
い
へ
ん
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
あ

り
ふ
れ
た
陶
工
が
こ
う
し
た
作
品
を
手
が
け
、
か
か
る
才
能
を
駆
使
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
驚
く
。
と
は
い
え
、
応
挙
に

よ
る
ア
オ
サ
ギ
、
狙
仙
に
よ
る
猿
、
狩
野
派
の
画
家
に
よ
る
小
景
や
ち
ら
り
と
姿
を
見
せ
る
魚
な
ど
、
巨
匠
た
ち
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
模
写
す
る
こ

（
57
）
朝
鮮
の
窯
に
つ
い
て
は
、JD

2:328
(3:143).

（
58
）
中
国
の
窯
に
つ
い
て
は
、G

C
199

;JD
2:189

(3:27).

（
59
）
正
月
飾
り
に
つ
い
て
は
、JD

2:90,
91

(2:229-231).
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と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
種
の
模
写
に
お
い
て
、
装
飾
す
る
陶
工
が
絵
を
途
中
で
切
断
し
て
駄
目
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
た
と

え
ば
、
花
の
咲
い
た
小
枝
が
碗
の
装
飾
と
し
て
選
ば
れ
た
場
合
、
花
の
か
た
ま
り
が
外
側
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
後
、
碗
の
縁
を
越
え
て
内
側
へ

と
続
き
、
さ
ら
に
下
っ
て
底
ま
で
至
る
か
そ
れ
を
横
切
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

（
３
）
組
み
合
わ
さ
れ
た
事
物

ほ
ぼ
常
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
括
ら
れ
る
事
物
も
多
く
存
在
す
る
。
よ
く
見
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
獅
子
と
牡
丹
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
と
聖
な
る

鳥（
60
）、

風
と
虎
、
雲
と
龍
、
滝
と
鯉
、
粟
と
鶉
、
鹿
と
楓
、
雨
と
燕
あ
る
い
は
柳
と
燕
、
竹
と
雀
、
鶴
と
亀
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
大
志
や

長
寿
、
幸
運
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
自
然
の
与
え
る
歓
喜
や
、
春
の
美
し
さ
な
ど
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
複
数
の
事
物
の
組
み
合
わ

せ
と
し
て
は
さ
ら
に
、
有
名
な
松
竹
梅
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
植
木
鉢
に
植
え
ら
れ
た
松
と
梅
と
竹
、
そ
し
て
貴
重
な
珊
瑚
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
る
。
孔
子
の
四
人
の
賢
者
〔
四
君
子
〕
は
、
蘭
と
菊
と
竹
と
梅
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。
自
然
の
三
段
階
は
、
月
と
雪
と
花
〔
雪
月
花
〕
と

い
う
慣
習
的
な
図
案
で
表
さ
れ
る
。
新
年
に
好
ま
れ
る
贈
り
物
は
、
オ
レ
ン
ジ
と
干
し
柿
で
、「
熨
斗
」
と
呼
ば
れ
る
通
例
の
折
り
畳
ま
れ
た
紙

が
添
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
の
う
ち
、
長
寿
や
幸
運
、
富
、
新
年
の
祭
礼
を
暗
示
す
る
も
の
が
、
最
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

（
４
）
ス
ポ
ー
ツ
と
ゲ
ー
ム

日
本
人
に
は
、
ゲ
ー
ム
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
な
ど
、
屋
内
と
屋
外
で
行
な
わ
れ
る
多
く
の
娯
楽
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
オ
ー
サ
ー

ズ
や
そ
の
他
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、「
碁（

61
）」、

チ
ェ
ス
〔
将
棋（

62
）〕、

羽
根
つ
き
、
音
楽
、
詩
作
、
書
、
茶
道
、
絵
画
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
〔
弓
道（

63
）〕、

フ
ェ

ン
シ
ン
グ
〔
剣
道（

64
）〕、

ポ
ロ
、
鷹
狩
り（

65
）、

狩
猟
、
釣
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
楽
し
み
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
陶
器
に
描
か
れ
、
ゲ
ー
ム
や
遊
戯
や
行
為
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
用
品
や
道
具
、
使
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
事
物
を
描
く
こ
と
で
暗

示
す
る
の
が
、
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。
滝
の
下
の
詩
人
は
、
何
か
呼
び
か
け
の
詩
を
書
く
た
め
の
霊
感
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
リ
ー
ル

と
糸
は
釣
り
を
暗
示
す
る
。
楓
の
葉
の
焚
き
火
で
温
め
ら
れ
た
酒
注
ぎ
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
物
語
っ
て
い
る
。
竹
製
の
ス
プ
ー
ン
〔
茶
杓
〕
と
撹
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拌
器
〔
茶
筅
〕
は
、
茶
道
の
静
穏
な
楽
し
み
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
物
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
行
為
が
十
分
に
思
い

起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
祝

祭

日
本
人
の
間
に
は
多
く
の
祝
祭
が
あ
り
、
年
間
の
あ
る
定
ま
っ
た
時
期
に
め
ぐ
っ
て
く
る
。
男
の
子
の
祝
祭
〔
端
午
の
節
句
〕、
女
の
子
の
祝

祭
で
あ
る
人
形
祭
り
〔
桃
の
節
句
〕、
何
ら
か
の
花
の
開
花
を
祝
う
祭
り
、
も
ち
ろ
ん
新
年
の
祭
り
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
の

祝
祭
に
関
連
し
た
事
物
が
、
陶
器
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
。
元
旦
に
与
え
ら
れ
る
碗（

66
）に

は
、
赤
い
ロ
ブ
ス
タ
ー
と
竹
の
緑
の
葉
が
装
飾
と
し
て
ほ

ど
こ
さ
れ
る
。
ロ
ブ
ス
タ
ー
は
、
こ
れ
を
受
け
と
っ
た
人
が
、
腰
が
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
曲
が
る
年
齢
ま
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望

を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
笹
」
す
な
わ
ち
竹
は
、
長
寿
の
願
い
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

（
60
）
桐
と
鳳
凰
を
指
す
か
。

（
61
）
碁
に
つ
い
て
は
、JD

1:157-159
(1:140-142).

（
62
）
将
棋
に
つ
い
て
は
、JD

1:61,
162-164,

185,
331

(1:55,
145,

146,
210,

2:50,
51).

（
63
）
弓
矢
と
弓
道
に
つ
い
て
は
、JD

2:211,
212,

296,
329,

333-335,
355,

356
(3:44,

117,
143,

144,
147-149,

167).

弓
矢
に
対
す
る
モ
ー
ス
の

関
心
は
、
次
の
二
つ
の
研
究
に
結
実
し
た
。“A

ncient
and

M
odern

M
ethods

of
A

rrow
-R

elease”,
in

B
ulletin

of
E

ssex
Institute,V

ol.
17,

N
os.

10-12,
1885

[1886],
pp.

145-198
;

A
dditional

N
otes

on
A

rrow
-R

elease,
Salem

(M
ass.)

1922.

（
64
）
剣
道
に
つ
い
て
は
、JD

2:218
(3:49-50).

（
65
）
黒
田
長
溥
の
別
荘
で
の
鷹
狩
り
に
つ
い
て
は
、JD

2:381-388
(3:189-195).

（
66
）
新
年
の
食
卓
に
つ
い
て
は
、JD

2:92-94
(2:232).
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（
６
）
道
具
と
用
品

家
や
器
を
作
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
道
具
、
あ
る
い
は
、
熊
手
や
鍬
、
ほ
う
き
――
家
の
中
か
ら
小
さ
な
悪
魔
を
掃
き
出
す
た
め
の
儀
礼
的
な

熊
手
や
ほ
う
き
の
場
合
も
あ
る
が
――
、
糸
巻
き
棒
、
糸
車
な
ど
、
一
般
に
家
政
や
家
事
に
関
連
の
あ
る
道
具
も
ま
た
、
し
ば
し
ば
装
飾
に
用
い

ら
れ
る
。

（
７
）
建

造

物

屋
根
や
単
な
る
屋
根
瓦
、
城
壁
、
橋
あ
る
は
単
な
る
橋
杭
、
水
を
通
す
た
め
の
樋
、
井
筒
、
田
舎
風
の
垣
根
、「
鳥
居
」、
そ
の
ほ
か
多
く
の
建

造
物
が
陶
器
に
描
か
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
。
日
本
の
陶
工
は
、
無
限
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
こ
う
し
た
事
物
を
、
陶
器
を
美
し
く
飾
る

た
め
に
適
し
た
主
題
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
奇
妙
で
と
き
に
は
グ
ロ
テ
ス
ク
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
作
家
は
は
っ
き
り
と

し
た
対
象
を
念
頭
に
置
い
て
選
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
田
園
に
あ
る
こ
と
の
幸
福
や
家
庭
生
活
の
感
情
を
伝
え
、
心
地
よ
い
連
想
を

ほ
の
め
か
し
、
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
８
）
家

紋

ク
レ
ス
ト

「
紋（

67
）」

と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
紋
章
図
案
や
頂
装
な
ど
と
同
等
の
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
陶
器
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
慣
習
的
な
形
象

が
も
つ
精
妙
な
特
徴
は
、
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
。
帝
や
将
軍
家
、
ま
た
い
く
つ
か
の
支
配
層
の
一
族
の
「
紋
」
が
器
の
上
に
見
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
一
族
の
家
臣
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
名
や
そ
の
他
の
役
人
が
彼
自
身
の
土
地
、
あ
る

い
は
遠
く
離
れ
た
土
地
の
陶
工
に
や
き
も
の
を
発
注
す
る
際
、
彼
は
自
分
の
一
族
の
紋
章
が
各
品
の
装
飾
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
複
数

の
一
族
が
婚
姻
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
場
合
、
両
家
の
紋
章
が
絡
み
合
い
、
あ
る
い
は
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
装
飾
を
な
す
こ
と
も
あ
る
。
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（
９
）
象

徴

日
本
人
は
多
く
の
象
徴
を
有
し
て
お
り
、
美
術
工
芸
品
の
図
案
を
選
ぶ
た
め
に
、
こ
の
素
材
を
幅
広
く
活
用
す
る
。
ブ
ロ
ケ
ー
ド
、
金
工
品
、

陶
器
、
漆
器
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
主
題
が
無
限
に
多
様
で
あ
り
、
装
飾
の
た
め
に
変
形
さ
れ
る
仕
方
も
数
え
切
れ
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
希
望
、
信
仰
、
豊
穣
、
時
間
、
勇
気
、
従
順
、
正
義
な
ど
、
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
（
持
物
）
や
条
件
を
図
示
し
た

多
く
の
象
徴
的
な
人
物
像
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
対
象
が
装
飾
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
何
と
稀
な
こ
と
で
あ

ろ
う
！

紋
切
り
型
と
な
っ
た
ハ
ー
ト
、
運
命
の
車
輪
、
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
象

徴
は
、
実
際
の
事
物
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
天
秤
で
正
義
を
、
鳩
で
平
和
を
、
砂
時
計
で
時
間
を
、
錨
で
希
望
を
表
す
、

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
人
の
象
徴
に
は
多
く
の
神
話
的
な
形
式
が
あ
る
。
帽
子
を
隠
し
た
レ
イ
ン
コ
ー
ト
〔
蓑
笠
〕、
鳩
、

巻
物
な
ど
、
実
際
の
事
物
に
よ
っ
て
シ
ン
ボ
ル
が
表
現
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
様
式
化
さ
れ
て
描
か
れ
る
。
松
、
竹
、
梅
、
鷺
、
亀
で
さ
え
、

し
ば
し
ば
描
写
に
お
い
て
は
様
式
化
さ
れ
、
金
工
品
で
は
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
。
神
話
的
な
像
は
、
龍
、
鳳
凰
、
獅
子
、
さ
ら
に
は
牛

と
鹿
と
一
角
獣
の
交
雑
種
の
よ
う
な
生
き
物
〔
麒
麟
〕
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
怪
獣
的
な
動
物
に
見
出
さ
れ
る
。
長
寿
、
日
々
の
糧
、
富
裕
、
軍
事

的
栄
光
、
満
足
、
知
恵
、
愛
の
神
々
の
よ
う
な
、
幸
運
を
も
た
ら
す
七
つ
の
家
の
神
〔
七
福
神
〕
は
、
多
様
に
表
現
さ
れ
る
。
日
本
人
が
こ
れ
ら

家
の
神
々
を
扱
う
際
の
自
由
さ
は
、
そ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
化
さ
れ
る
仕
方
に
現
れ
る
。
仏
教
の
多
様
な
宗
派
に
は
守
護
聖
者
が
お

り
、
特
別
な
守
護
者
の
い
る
宗
派
も
あ
る
。
兵
士
は
す
べ
か
ら
く
毘
沙
門
天
を
自
分
た
ち
の
特
別
な
庇
護
者
と
し
て
崇
め
る
。
弁
財
天
は
あ
ら
ゆ

る
信
条
の
信
者
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
。
女
性
た
ち
は
富
と
美
の
か
た
ち
で
恵
み
を
得
よ
う
と
弁
財
天
に
す
が
る
。
大
黒
は
、
小
槌
を
手
に
し
て
袋

の
上
に
座
っ
た
、
背
の
低
く
太
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
商
人
た
ち
が
こ
の
神
の
好
意
を
得
よ
う
と
す
る
。

（
67
）
紋
に
つ
い
て
は
、JD

1:411
(2:122).
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（
10
）
様
式
化
さ
れ
た
渦
巻
き
と
菱
形
模
様
（
ダ
イ
ア
パ
ー
）

日
本
の
装
飾
作
品
に
は
多
様
な
渦
巻
き
、
幾
何
学
的
な
格
子
模
様
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
菱
形
模
様
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
き
わ
め
て
巧
み
に
活

用
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
ギ
リ
シ
ア
雷
文
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。
三
島
と
呼
ば

れ
る
装
飾
様
式
は
、
文
様
を
彫
る
か
刻
印
す
る
か
し
た
後
、
対
照
的
な
色
の
粘
土
を
象
嵌
す
る
手
法
だ
が
、
線
や
ク
ロ
ス
ハ
ッ
チ
ン
グ
、
輪
線
、

星
、
円
、
点
、
様
式
化
さ
れ
た
花
か
ら
成
る
も
の
で
、
朝
鮮
に
由
来
す
る
。

（
11
）
銘

文

陶
器
に
は
し
ば
し
ば
銘
文
が
彫
り
込
ま
れ
る
か
、
何
ら
か
の
顔
料
で
書
き
入
れ
ら
れ
る
か
す
る
。
銘
文
を
翻
訳
す
る
と
、
ど
こ
か
の
茶
店
の
宣

伝
文
句
で
あ
っ
た
り
、
当
の
品
を
推
奨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。
た
と
え
ば
あ
る
急
須
に
は
、「
お
茶
の
味
は
淹
れ
る
道
具
で
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
品
こ
そ
お
茶
を
淹
れ
る
の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
」、
と
い
っ
た
よ
う
な
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
警
告
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
あ
る
鐘
型
を
し
た
小
さ
な
酒
盃
は
、
ひ
っ
く
り
返
さ
な
い
と
置
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
受
け
取
っ
た
者
は
、
中
身
を
飲
み
干
す
ま

で
は
盃
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
盃
に
は
黒
い
字
で
、「
こ
の
盃
を
長
く
待
た
せ
過
ぎ
る
と
、
友
を
じ
ら
す
か
ら
、
左
へ
回
せ（

68
）」

と
い
う
文

言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
夏
の
小
雨
」
と
い
っ
た
庭
園
や
夏
の
別
荘
の
詩
的
な
名
前
が
書
か
れ
た
り
、「
長
い
命
、
老
い
る
こ
と
な
し
」

の
よ
う
に
、
あ
る
感
情
が
い
く
つ
か
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
り
も
す
る
。
と
は
い
え
、
陶
工
に
い
く
ら
か
品
格
が
あ
る
場
合
、
銘
文
は
中
国
の
古

典
か
ら
の
抜
粋
、
詩
の
一
節
や
詩
的
な
感
情
、
自
然
美
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
実
例
と
し
て
、
以
下
に
翻
訳
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
あ
る
も
の
は
、
見
知
ら
ぬ
土
地
に
あ
っ
て
故
郷
の
こ
と
を
想
い
、
と
り
わ
け
春
に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
罹
っ
て
い
る
男
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
あ
る
も
の
は
、
岩
に
当
た
る
水
の
美
し
い
音
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
片
側
に
一
輪
の
野
花
を
描
い
た
碗
に
は
、「
透

明
で
、
単
純
で
、
喧
騒
や
塵
か
ら
は
遠
い
」
と
い
う
銘
が
入
っ
て
い
る
。
別
の
も
の
は
わ
れ
わ
れ
に
、「
竹
の
露
は
そ
の
下
の
葉
に
滴
り
落
ち
て
、

ま
こ
と
に
心
地
よ
い
音
を
立
て
る
」
と
告
げ
る
。
別
の
碗
に
は
、
蔓
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
た
瓢
箪
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
文
は
、
立
っ
て
も

座
っ
て
も
い
ら
れ
る
憂
い
の
な
い
幸
福
な
生
活
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
瓢
箪
は
そ
の
よ
う
な
生
活
を
象
徴
し
て
い
る
。
瓢
箪
は
軽
け
れ
ば
、
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難
な
く
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ら
れ
る
。
逆
に
重
け
れ
ば
、
蔓
が
切
れ
て
し
ま
う
。
仕
事
の
心
配
が
重
荷
に
な
っ
た
者
も
同
じ
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
日
本
人
の
自
然
愛
は
、
そ
の
最
も
甘
美
な
局
面
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。「
順
風
が
吹
き
、
枝
々
は
緑
と
な
り
、
南
に
面
し

た
枝
に
は
花
が
開
く
」。

（
12
）
釉

薬

筑
前
の
も
の
な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
の
陶
器
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
茶
入
の
よ
う
な
特
別
の
形
式
で
は
、
陶
工
は
人
目
を
惹
く
効
果
を
生
み
出

す
た
め
に
釉
薬
を
頼
り
に
す
る
。
重
ね
掛
け
さ
れ
る
釉
薬
は
、
対
照
的
な
色
彩
で
幾
筋
に
も
流
れ
落
ち
る
よ
う
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
そ
の
効
果
は

し
ば
し
ば
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
釉
薬
の
作
用
は
完
全
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
が
、
通
常
は
狙
っ
た
特
色
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
う
ま
く
制
御

さ
れ
る
。

（
13
）
絵
筆
の
跡

シ
ン
プ
ル
な
筆
使
い
は
、
太
い
筆
勢
で
あ
れ
、
渦
巻
き
や
格
子
状
に
交
差
し
た
線
、
あ
る
い
は
点
で
あ
れ
、
無
地
の
表
面
に
変
化
を
加
え
る
た

め
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
唐
津
や
志
野
の
い
く
つ
か
の
形
式
の
よ
う
に
、
荒
々
し
く
作
ら
れ
る
陶
器
に
、
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
装
飾
が
見
ら

れ
る
。
か
か
る
筆
致
は
作
品
に
無
骨
で
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
外
観
を
与
え
る
。

（
68
）
右
手
は
槌
手
、
左
手
は
鑿
手
か
ら
転
じ
て
「
呑
み
手
」
と
呼
ば
れ
た
た
め
（「
左
党
」
や
「
左
利
き
」
な
ど
の
語
も
こ
れ
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
）、

注
が
れ
た
酒
を
呑
み
干
す
こ
と
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
14
）
装
飾
に
お
い
て
手
本
と
さ
れ
た
画
派

陶
工
た
ち
が
作
品
を
装
飾
す
る
に
あ
た
っ
て
手
本
と
し
た
絵
画
の
流
派
を
確
認
す
べ
く
、
Ｅ
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授（

69
）の

お
力
添
え
を
得
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
を
ざ
っ
と
調
査
し
た
。
結
果
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
陶
工
は
主
題
を
扱
う
た
め
に
古
典
的
な
ソ
ー
ス
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ

て
い
る
点
で
、
そ
の
洗
練
と
知
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
大
雑
把
に
言
う
と
、
狩
野
派
が
主
流
で
あ
り
、
雪
舟
や
初
期
狩
野
派
の
影
響
も
認
め
ら

れ
た
。
数
と
し
て
は
応
挙
と
四
条
派
、
光
琳
と
文
人
画
が
そ
れ
に
続
い
た
。
長
崎
派
が
手
本
と
さ
れ
る
の
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
い
く
つ
か

の
ケ
ー
ス
で
は
曽
我
派
や
土
佐
派
の
影
響
も
確
認
さ
れ
た
。
民
衆
的
な
画
派
で
あ
る
浮
世
絵
の
事
例
は
、
四
点
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
陶
工

が
〔
浮
世
絵
か
ら
〕
距
離
を
置
い
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
北
斎（

70
）か

ら
の
模
写
は
一
例
し
か
存
在
し
な
い
。
讃
岐
国
や
加
賀
国
の
陶
工
た
ち
、

ま
た
京
都
の
木
米
ら
が
中
国
の
流
派
を
手
本
と
し
た
の
に
対
し
、
肥
後
や
磐
城
、
薩
摩
、
京
都
は
狩
野
派
に
範
を
と
っ
た
。

当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
品
の
主
な
用
途

陶
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
道
に
関
し
て
、
日
本
人
と
渡
り
合
え
る
の
は
、
い
に
し
え
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
み
で
あ
る
。
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
記
録
に

よ
れ
ば
、
先
史
時
代
の
最
初
の
都
市
で
あ
る
ヒ
ッ
サ
リ
ク
の
廃
墟
は
、
人
々
が
ほ
ぼ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
陶
器
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
い
わ
く
、「
日
用
品
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
骨
壺
、
大
き
な
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
鉢
、
漁
網
の
た
め
の
錘
、
ブ
ラ
シ
の
把
手
、
さ
ら
に
は
服
を
掛

け
る
た
め
の
フ
ッ
ク
さ
え
、
こ
と
ご
と
く
陶
器
で
作
ら
れ
て
い
た（

71
）」。

日
常
的
に
使
う
さ
ま
ざ
ま
な
品
を
作
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
で
あ
れ
ば
銀

そ
の
他
の
金
属
、
ガ
ラ
ス
な
ど
を
用
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
人
は
陶
器
を
使
う
。

こ
こ
で
は
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
主
要
な
蔵
品
の
用
途
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
当
然
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
質
問
の
い
く
つ
か
に
答
え
て
お
く
の
が

適
切
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
多
く
の
作
例
は
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
た
め
展
示
は
し
て
い
な
い
。

（
１
）
住

ま

い

家
庭
で
使
用
さ
れ
る
器
と
し
て
、
上
部
に
多
く
の
穴
が
空
い
て
い
る
も
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
燃
や
さ
れ
る
こ
と
で
濃
密
な
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煙
を
発
す
る
物
質
を
中
に
置
く
た
め
の
も
の
で
、
蚊
を
家
の
外
に
追
い
や
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
装
置
で
あ
る
（
ケ
ー
ス
17
お
よ
び
19
）。
硬
質

の
陶
器
で
で
き
た
小
さ
な
車
輪
は
、
ス
ラ
イ
ド
す
る
窓
や
台
所
の
屋
根
の
小
窓
の
ロ
ー
ラ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
。
亀
や
鳥
の
形
、
あ
る
い
は
単
純

な
四
角
形
を
し
た
、
一
方
に
深
く
広
い
切
り
込
み
の
入
っ
た
陶
製
の
硬
い
ブ
ロ
ッ
ク
〔
屏
風
鎮
〕
は
、
自
立
す
る
衝
立
〔
屏
風
〕
の
下
端
を
支
え

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る（

72
）。

家
の
建
設
に
お
い
て
、
屋
根
瓦
は
施
釉
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
棟
や
軒
の
端
を
画
す
る
瓦
は
し
ば
し
ば
き
わ
め
て
手
が

込
ん
だ
つ
く
り
だ
が
、
い
ず
れ
も
陶
製
で
あ
る（

73
）。

部
屋
の
複
雑
な
フ
リ
ー
ズ
〔
欄
間
〕
は
、
通
常
は
繊
細
な
木
彫
に
よ
っ
て
穿
た
れ
て
い
る
が
、

磁
器
に
よ
る
も
の
も
と
き
お
り
見
か
け
る（

74
）。

頭
部
が
装
飾
さ
れ
た
釘
や
、
衝
立
の
間
仕
切
り
〔
襖
〕
を
押
し
て
動
か
す
た
め
の
凹
ん
だ
部
品
〔
引

手
〕
も
、
陶
器
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る（

75
）。

（
２
）
台

所

日
本
の
台
所
は
多
様
な
形
の
陶
器
で
満
ち
て
い
る
。
樽
ほ
ど
の
大
き
さ
の

が
、
全
般
的
な
用
途
の
水
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
大
き
な
瓶
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
広
口
壺
が
、
ソ
ー
ス
、
酢
、
油
、
酒
を
入
れ
て
お
く
の
に
使
用
さ
れ
る
。
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
〔
大
根
〕
そ
の
他
を
す
り
お
ろ

す
た
め
に
、
木
工
や
す
り
の
よ
う
に
深
い
刻
線
や
鱗
状
の
凹
凸
で
底
面
が
ざ
ら
ざ
ら
に
な
っ
た
、
頑
丈
な
ボ
ウ
ル
や
浅
い
皿
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
台
所
で
も
実
際
に
取
り
入
れ
る
と
よ
い
工
夫
で
あ
る
。
漬
物
や
塩
漬
け
の
魚
な
ど
を
入
れ
て
お
く
広
口
壺
、
豆
や
ト
ウ
モ
ロ

（
69
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
つ
い
て
は
、JH

xxxi
(9)

;JD
1:402,

2:64,
239,

245-247,
263-265

(2:114,
204,

3:68,
74,

75,
89,

90).

（
70
）
北
斎
に
つ
い
て
は
、JD

1:195,
2:95,

413
(1:172,

173,
2:234,

3:217).

（
71
）H

.
Schliem

ann,
Ilios:

the
C

ity
and

C
ountry

of
the

Trojans,
N

ew
Y

ork
1881,

p.
214.

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
原
文
は
か
な
り
改
変
さ
れ
て
お

り
、
字
句
ど
お
り
の
引
用
で
は
な
い
。

（
72
）
屏
風
鎮
に
つ
い
て
は
、JH

180
(194).

（
73
）
屋
根
瓦
に
つ
い
て
は
、JH

84-90
(101-107).

（
74
）
欄
間
に
つ
い
て
は
、JH

168-174
(182-188).

（
75
）
引
手
に
つ
い
て
は
、JH

129,
130

(145,
146).
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コ
シ
を
煎
る
た
め
の
浅
い
土
鍋
、
冷
や
ご
飯
を
蒸
す
た
め
に
特
別
に
作
ら
れ
た
容
器
、
魚
や
肉
を
下
ご
し
ら
え
す
る
た
め
の
蓋
つ
き
の
皿
、
あ
る

種
の
や
り
方
〔
茶
碗
蒸
し
？
〕
で
卵
を
調
理
す
る
た
め
の
蓋
つ
き
の
碗
な
ど
も
あ
る
。
レ
ン
ジ
の
そ
ば
に
は
水
で
満
た
さ
れ
た
粗
放
な
壺
が
あ
り
、

火
が
必
要
な
く
な
っ
た
と
き
、
焼
け
た
炭
の
破
片
が
そ
の
中
に
放
り
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
防
火
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
炭
を
節
約
す
る
た
め
で
も

あ
っ
て
、
日
本
人
の
行
な
う
倹
約
術
な
の
で
あ
る
。

（
３
）
聖
な
る
も
の

ほ
こ
ら

天
井
に
近
い
高
い
と
こ
ろ
に
小
さ
な
棚
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
家
庭
用
の
祠
〔
神
棚
〕
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ど
の
家
に
も
見
ら
れ
る（

76
）。

そ
の
前
に
は
、
小
さ
な
陶
製
の
ラ
ン
プ
が
置
か
れ
る
。
通
常
は
小
さ
な
皿
の
形
を
し
て
お
り
、
灯
油
と
灯
芯
が
入
っ
て
い
る
。
食
べ
物
を
供
え
る

た
め
の
無
釉
の
皿
や
、
酒
を
供
え
る
た
め
の
首
の
長
い
楕
円
形
の
酒
瓶
、
線
香
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
陶
製
の
器
も
、
祠
の
前
に
並
べ
ら
れ
る
。

仏
陀
や
観
音
の
像
さ
え
、
陶
器
や
半
磁
器
で
で
き
て
い
る
こ
と
も
あ
る（

77
）。

神
社
で
の
奉
納
に
は
、
無
釉
の
手
づ
く
ね
の
皿
が
使
用
さ
れ
る（

78
）。

神
社

の
神
官
の
ひ
と
り
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
葬
式
で
香
を
焚
く
た
め
に
は
、
特
別
な
形
を
し
た
容
器
が
使
用
さ
れ
る（

79
）。

貧
困

層
の
骨
壺
は
、
き
わ
め
て
簡
素
で
あ
る
。
黒
く
、
無
釉
で
、
完
全
に
は
灰
に
な
ら
な
か
っ
た
骨
や
歯
の
破
片
を
収
め
た
小
さ
な
木
箱
が
中
に
入
っ

て
い
る（

80
）。

墓
で
は
大
き
な
無
釉
の
容
器
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
中
に
香
が
焚
か
れ
、
食
べ
物
が
供
え
ら
れ
る（

81
）。

神
社
の
前
に
立
つ
特
別
な
門
す
な
わ

ち
「
鳥
居
」
は
、
木
や
石
、
金
属
製
の
こ
と
も
あ
る
が
、
磁
器
で
も
作
ら
れ
る
。
肥
前
に
は
た
い
へ
ん
大
き
な
磁
器
の
鳥
居
が
あ
る（

82
）。

（
４
）
食

器

一
般
的
に
、
料
理
や
食
卓
で
の
給
仕
に
使
用
さ
れ
る
皿
に
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
く
美
し
い
品
々
が
多
種
多
様
に
認
め
ら
れ
る
。
ス
ー
プ
と
ご

飯
の
た
め
に
は
、
蓋
つ
き
の
碗
を
使
う
。
デ
ィ
ナ
ー
ト
レ
ー
〔
膳
〕
の
中
央
に
は
、
肉
や
焼
き
魚
を
盛
る
た
め
の
幅
広
で
低
い
蓋
つ
き
の
碗
が
置

か
れ
る
。
漬
物
や
塩
漬
け
の
プ
ラ
ム
〔
梅
干
し
〕
な
ど
の
た
め
に
は
、
よ
り
小
さ
な
皿
が
用
い
ら
れ
る
。
浅
い
皿
に
小
さ
な
器
が
く
っ
つ
い
て
い

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
生
魚
の
た
め
の
ソ
ー
ス
を
入
れ
る
。
ケ
ー
キ
や
ゼ
リ
ー
を
入
れ
る
た
め
の
皿
の
形
は
奇
抜
で
興
味
深
い
。
球
状
で
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口
の
細
ま
っ
た
小
さ
な
瓶
〔
振
出
〕
は
、
糖
菓
の
た
め
の
も
の
で
、
中
か
ら
一
粒
ず
つ
振
っ
て
と
り
出
す
。
生
魚
と
酢
の
た
め
の
深
く
細
い
カ
ッ

プ
〔
酢
猪
口
〕
も
あ
る
。
似
た
よ
う
な
形
だ
が
よ
り
幅
の
広
い
カ
ッ
プ
〔
蕎
麦
猪
口
〕
は
、
お
湯
や
飲
み
物
に
用
い
る
。
縁
に
わ
ず
か
に
く
ぼ
み

や
突
起
部
の
あ
る
器
は
、
生
魚
の
た
め
の
ソ
ー
ス
や
マ
カ
ロ
ニ
の
一
種（

83
）に

使
う
。
三
つ
の
小
さ
な
ポ
ッ
ト
が
、
背
の
高
い
円
筒
形
の
ポ
ッ
ト
と
一

つ
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
胡
椒
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
〔
大
根
お
ろ
し
〕、
塩
の
た
め
の
薬
味
ス
タ
ン
ド
の
代
わ
り
に
な
る
。
円
筒
形
の
部
分
は
、
よ

そ
う
た
め
の
箸
入
れ
で
あ
る
。
横
長
の
大
き
な
皿
と
深
い
碗
が
、
飯
や
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
多
く
の
料
理
全
般
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。

陶
器
を
置
い
て
お
く
台
や
箸
入
れ
、
爪
楊
枝
入
れ
も
見
か
け
る
。

（
５
）
暖

房

中
に
灰
を
入
れ
、
炭
を
焚
く
た
め
に
用
い
る
器
〔
火
鉢
〕
も
数
多
く
あ
る（

84
）。

球
体
の
も
の
や
、
そ
れ
に
類
し
た
装
置
〔
手
あ
ぶ
り
〕
が
、
手
を

温
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
上
の
開
い
た
器
が
、
同
じ
目
的
で
客
人
た
ち
に
供
さ
れ
る
。
燃
え
た
炭
の
入
っ
た
小
さ
な
陶
製
の
道
具
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
に
運
ば
れ
る（

85
）。

香
を
焚
く
た
め
の
容
器
や
、
料
理
や
茶
を
準
備
す
る
た
め
の
コ
ン
ロ（

86
）に

つ
い
て
は
、
別
の
項
目
で
考
察
し
よ
う
。

（
76
）
神
棚
に
つ
い
て
は
、JH

224-226
(236,

237)
;JD

1:121,
122,

2:118,
119

(1:109,
2:255).

（
77
）
陶
製
の
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
は
、JD

2:406
(3:211).

（
78
）
神
道
に
お
け
る
無
釉
土
器
（
か
わ
ら
け
）
の
使
用
に
つ
い
て
は
、JH

226
(237)

;JD
1:168,

1:293-295
(1:149,

150,
2:13-15).

（
79
）
蜷
川
式
胤
の
葬
儀
に
お
け
る
焼
香
に
つ
い
て
は
、JD

2:359,
360

(3:170,
171).

（
80
）
火
葬
場
に
お
け
る
骨
壺
の
採
集
に
つ
い
て
は
、JD

2:338
(2:151,

152).

（
81
）
埋
葬
に
お
け
る
無
釉
土
器
の
使
用
に
つ
い
て
は
、JD

2:376
(2:185).

（
82
）
鳥
居
に
つ
い
て
は
、JD

1:48,
49

(1:44).

（
83
）
マ
カ
ロ
ニ
（
う
ど
ん
・
そ
ば
）
に
つ
い
て
は
、JD

2:83,
84

(2:224).
ち
な
み
に
モ
ー
ス
は
、
あ
る
麺
類
を
ヴ
ェ
ル
ミ
チ
ェ
ッ
リ
（
バ
ー
ミ
セ
リ
）

に
（JD

1:391
[2:104]

）、
冷
麦
を
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
（JD

2:262
[3:88]

）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
た
と
え
て
い
る
。

（
84
）
火
鉢
に
つ
い
て
は
、JH

214-217
(226-229)

;JD
1:335,

404,
2:84,

118,
148,

339,
391,

392
(2:55,

116,
224,

254,
255,

281,
3:152,

153,

198).
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（
６
）
照

明

照
明
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
、
闇
を
一
層
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
た
め
に
、
陶
製
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
使
わ
れ
る
。
ラ

ン
プ
は
、
灯
油
と
灯
芯
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
浅
い
皿
か
ら
、
ス
タ
ン
ド
と
把
手
の
つ
い
た
し
っ
か
り
と
し
た
作
り
の
ラ
ン
プ
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
る（

87
）。

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
陶
製
の
燭
台（

88
）、

ま
た
切
っ
た
芯
を
入
れ
る
た
め
の
蓋
つ
き
の
器
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
芯
切
り
用
の
金
属
製

の
箸
を
置
い
て
お
く
部
分
が
つ
い
て
い
る
。
床
に
置
か
れ
る
大
き
な
行
灯
の
底
に
は
、
ラ
ン
プ
や
蝋
燭
か
ら
落
ち
る
も
の
を
受
け
る
た
め
に
、
一

枚
の
浅
い
皿
が
敷
か
れ
る
。

（
７
）
煎

茶

普
通
の
仕
方
で
、
つ
ま
り
茶
葉
か
ら
茶
を
淹
れ
る
準
備
を
す
る
に
は
、
か
な
り
の
数
の
器
が
必
要
と
な
る
。
い
く
ぶ
ん
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
合
、

小
さ
な
漆
塗
り
の
収
納
具
〔
器
局
〕
が
、
茶
碗
な
ど
を
入
れ
て
お
く
た
め
に
供
さ
れ
る
。
湯
沸
か
し
器
〔
ボ
ー
フ
ラ
〕
を
置
く
た
め
に
陶
製
の
炉

〔
涼
炉
〕
が
使
わ
れ
、
小
さ
な
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
に
似
て
い
な
く
も
な
い
道
具
〔
湯
ざ
ま
し
〕
が
、
茶
を
浸
出
さ
せ
る
前
に
お
湯
を
適
温
ま
で
さ
ま

す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
格
言
と
は
反
対
に
、
沸
騰
し
た
湯
は
茶
を
損
な
う
の
で
あ
る（

89
）。

小
さ
な
茶
碗
に
入
っ
た
茶
を
、
砂
糖
も
ク

リ
ー
ム
も
混
ぜ
ず
に
飲
む
。
適
切
に
淹
れ
た
茶
を
ほ
と
ん
ど
冷
た
い
状
態
で
出
す
こ
と
も
あ
る
が
、
美
味
で
あ
る
。
茶
碗
を
置
く
た
め
の
台
〔
煎

茶
盆
〕
や
茶
入
な
ど
、
そ
の
他
の
道
具
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
普
通
に
茶
を
出
す
に
は
、
漆
塗
り
の
箱
や
ブ
リ
キ
の
茶
缶
が
用
い
ら
れ
る
。

茶
碗
を
す
す
い
だ
水
を
注
ぐ
た
め
に
使
用
さ
れ
る
特
別
な
形
の
碗
〔
建
水
〕
も
あ
る
。
煎
茶
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
供
す
る
に
は
、
ほ
か
の
品
々
も
場

を
占
め
る
。

（
８
）
茶

道

き
め
細
か
な
粉
末
状
の
茶
〔
抹
茶
〕
は
、
沸
騰
し
た
お
湯
を
注
い
で
、
竹
製
の
撹
拌
器
〔
茶
筅
〕
で
勢
い
よ
く
か
き
混
ぜ
る
の
だ
が
、
し
か
る

べ
き
形
式
で
供
す
る
に
は
、
ど
の
流
派
に
従
う
か
に
よ
っ
て
、
多
く
の
込
み
入
っ
た
規
則
が
結
び
つ
け
ら
れ
る（

90
）。

こ
の
も
て
な
し
に
お
い
て
は
、
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ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
器
や
道
具
が
陶
器
で
で
き
て
い
る（

91
）。

普
通
は
竹
や
金
属
で
作
ら
れ
る
道
具
の
中
に
も
、
陶
製
の
例
を
見
か
け
る
。
通
常
は
金

属
で
作
ら
れ
る
灰
を
す
く
う
た
め
の
シ
ャ
ベ
ル
〔
灰
匙
〕
で
す
ら
、
稀
に
陶
製
の
も
の
が
あ
り
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

湯
沸
か
し
〔

〕
を
載
せ
る
三
脚
〔
五
徳
〕
に
も
陶
器
の
も
の
が
あ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
儀
礼
的
な
茶
会
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

92
）が

、
こ
の
洗
練
さ
れ
た
習
慣
が
興
り
、
廃
れ
ず
続
い
て
き
た
こ
と
は
、

日
本
の
陶
芸
に
き
わ
め
て
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た（

93
）。

そ
の
教
え
は
、
形
式
と
装
飾
に
お
け
る
静
寂
を
重
視
し
て
き
た
。
茶
を
供
す
る
た
め
に

特
別
に
作
ら
れ
た
小
さ
な
家
屋
〔
茶
室
〕、
あ
る
い
は
小
道
〔
露
地
〕
や
門
や
垣
な
ど
、
そ
こ
へ
と
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
田
園
風
が

演
出
さ
れ
る
。
古
い
井
戸
枠
は
コ
ケ
で
覆
わ
れ
、
冬
に
は
露
地
に
松
葉
が
散
ら
さ
れ
、
水
の
流
れ
で
摩
滅
し
た
面
白
い
岩
が
遠
く
離
れ
た
山
の
小

川
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
東
京
の
よ
う
な
商
業
都
市
の
た
だ
中
の
一
角
に
も
、
こ
う
し
た
魅
惑
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

粉
末
の
茶
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
小
さ
な
壺
〔
茶
入
〕
の
魅
力
的
な
外
観
は
、
そ
の
形
と
釉
薬
に
よ
る（

94
）。

茶
碗
は
し
ば
し
ば
不
規
則
な
輪
郭
を

し
て
お
り
、
装
飾
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
茶
を
飲
む
前
に
料
理
を
出
す
た
め
の
小
さ
な
皿
も
ま
た
面
白
い
形
を
し
て
お
り
、
例
外
な
く
品
が

（
85
）
銘
々
に
配
ら
れ
る
火
鉢
や
手
あ
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、JH

216,
217

(228)
;JD

1:386,
390,

2:380
(2:100,

104,
3:188).

（
86
）
七
輪
に
つ
い
て
は
、JH

191
(204).

（
87
）
行
灯
な
ど
の
灯
火
具
に
つ
い
て
は
、JH

221-224
(232-235).

（
88
）
燭
台
に
つ
い
て
は
、JH

220
(231,

232)
;JD

1:146,
3:233,

234
(1:130,

3:63,
64).

陶
製
の
燭
台
や
灯
火
具
に
つ
い
て
は
、JH

223
(234,

235).

（
89
）
湯
を
冷
ま
し
て
か
ら
茶
を
淹
れ
る
日
本
の
慣
習
に
つ
い
て
は
、JD

2:218,
219

(3:50).

（
90
）
モ
ー
ス
が
抹
茶
を
初
め
て
喫
し
た
体
験
に
つ
い
て
は
、JD

1:365
(2:80).

古
筆
了
忠
の
も
と
で
の
茶
の
稽
古
に
つ
い
て
は
、JH

150
(166)

;JD
2:

344,
402

(3:156,
207).

高
嶺
秀
夫
の
家
で
の
点
前
の
披
露
に
つ
い
て
は
、JD

2:354,
355

(3:166).

（
91
）
茶
道
具
の
概
要
に
つ
い
て
は
、JH

149,
150

(165).

（
92
）
村
瀬
美
香
に
招
か
れ
た
茶
席
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
、JD

2:247-254
(3:75-81).

（
93
）
茶
道
が
陶
芸
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、JH

151
(167).

（
94
）
茶
入
に
対
す
る
モ
ー
ス
の
特
別
な
関
心
に
つ
い
て
は
、JH

149,
150

(165)
;JD

2:104,
119,

120,
167

(2:242,
256,

3:6).
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あ
る
。
炉
は
床
に
設
け
ら
れ
た
四
角
い
穴
か
ら
成
り
、
内
側
は
金
属
で
覆
わ
れ
、
灰
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
焼
け
た
炭
が
部
分
的
に
埋
め

ら
れ
る
。
炉
〔
風
炉
〕
は
ま
た
、
三
本
の
短
い
脚
で
立
っ
た
、
大
き
く
分
厚
い
無
釉
の
陶
製
の
容
器
で
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
（
ケ
ー
ス

33
）。
こ
れ
は
正
方
形
の
タ
イ
ル
か
、
漆
塗
り
の
正
方
形
の
板
の
上
に
置
か
れ
る
。
漆
塗
り
の
蓋
の
つ
い
た
大
き
な
水
瓶
〔
水
指
〕
に
、
鉄
の

に
補
給
す
る
た
め
の
水
を
入
れ
て
お
く
。
趣
の
あ
る
小
さ
な
陶
製
の
箱
〔
香
合
〕
は
、
香
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
香
は
部
屋
に
香

り
を
与
え
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
炭
の
上
に
置
か
れ
る
。
竹
製
の
柄
杓
を
置
く
た
め
の
も
の
〔
蓋
置
き
〕
は
、
竹
で
で
き
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

陶
製
の
も
の
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
碗
を
す
す
い
だ
後
の
水
を
移
す
た
め
の
器
〔
建
水
〕
や
、
碗
を
拭
く
布
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
小
さ
な
管
〔
茶

巾
筒
〕
も
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
土
台
が
広
く
な
っ
た
長
い
陶
製
の
管
〔
柄
杓
立
て
〕
も
、
い
く
つ
か
の
形
式
で
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
竹

製
の
柄
杓
が
、
柄
を
下
に
し
て
、
き
わ
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
体
勢
で
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
そ
の
他
多
く
の
品
々
が
、
茶
道
具
一
式

を
形
成
し
て
い
る
。
茶
は
石
臼
で
挽
い
て
粉
に
さ
れ
る
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
民
俗
博
物
館
に
は
陶
製
の
臼
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
茶
葉
を
粉
に
す

る
た
め
に
、
陶
器
の
乳
鉢
と
乳
棒
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
手
短
で
あ
る
が
、
以
上
が
茶
道
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
陶
製
の
道
具
で
あ
る
。

茶
道
は
陶
器
に
深
く
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
家
屋
や
庭
園
の
特
徴
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
、
真

実
に
よ
り
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
見
厳
格
だ
が
実
は
ゆ
る
や
か
な
エ
チ
ケ
ッ
ト（

95
）を

守
り
つ
つ
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
喫
茶
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、

清
閑
か
つ
洗
練
さ
れ
た
趣
味
の
持
ち
主
は
、
茶
の
も
て
な
し
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
清
潔
と
純
粋
と
簡
素
と
を
求
め
る
の
で
あ
る
、
と
。

（
９
）
酒

こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
ま
た
い
か
な
る
機
会
に
お
い
て
も
飲
ま
れ
る
一
般
的
な
ワ
イ
ン
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
酒
」
で
あ
る
。
酒
は
米

を
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
、
感
じ
と
し
て
は
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
よ
り
強
く
な
い
。
酒
は
温
め
て
、
通
常
は
磁
器
で
で
き
た
、
小
さ
く
て
浅
い
朝
顔
型
の

盃
か
ら
飲
む（

96
）。

酒
を
供
す
る
瓶
〔
徳
利
〕
は
、
単
純
な
形
で
、
首
が
徐
々
に
先
細
り
に
な
っ
て
い
る
。
し
ば
し
ば
美
し
く
装
飾
さ
れ
、
と
り
わ
け

薩
摩
や
京
都
の
も
の
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
徳
利
は
ま
こ
と
に
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
船
上
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
使
う
た
め
に
底
が
広
い
も
の
も

あ
れ
ば
、
湯
に
つ
け
る
と
浮
く
よ
う
に
球
根
状
に
膨
ら
ん
で
い
る
も
の
、
さ
ら
に
は
灰
の
中
に
突
き
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
下
の
部
分
が
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細
ま
っ
て
先
が
と
が
っ
た
も
の
も
あ
る
。
酒
の
た
め
の
容
器
〔
燗
銅
壺
〕
は
加
熱
用
の
広
い
表
面
か
ら
成
る
か
、
熱
湯
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
細

い
円
筒
形
の
徳
利
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

97
）。

通
常
の
形
の
盃
の
ほ
か
に
、
鼻
の
長
い
仮
面
〔
天
狗
面
〕
の
形
を
し
た
も
の
も
あ
り
、
盃
を

置
く
前
に
飲
み
干
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
目
的
で
釣
鐘
型
の
も
の
も
あ
る
。
底
に
穴
が
空
い
た
盃
も
あ
り
、
穴
は
指
で
塞
が
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
れ
を
持
つ
者
は
酒
を
一
気
に
飲
む
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
非
常
に
重
要
な
器
（「
盃
洗
」）
も
用
い
ら
れ
る
。
盃
洗
に

は
水
が
張
っ
て
あ
り
、
客
は
ま
ず
自
分
の
盃
を
こ
れ
で
洗
っ
た
後
、
一
緒
に
飲
み
た
い
ほ
か
の
者
へ
と
回
す
の
で
あ
る
。
帯
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
、

旅
先
で
使
う
小
さ
な
盃
も
見
ら
れ
る
。
婚
礼
で
は
、
サ
イ
ズ
の
異
な
る
三
つ
の
盃
を
重
ね
て
用
い
る
。

（
10
）
喫

煙

喫
煙
者
が
使
用
す
る
た
め
の
陶
製
の
道
具
も
い
く
つ
か
あ
る
。
煙
草
入
と
長
く
深
い
管
〔
灰
吹
〕
は
、
通
常
は
竹
で
作
ら
れ
る
が
、
稀
に
陶
製

の
も
の
も
あ
る
。
後
者
は
パ
イ
プ
を
打
ち
つ
け
て
灰
を
払
い
、
ま
た
手
で
持
つ
痰
壺
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る（

98
）。

灰
が
満
た
さ
れ
、
パ
イ
プ
の
着
火

の
た
め
に
焼
け
た
炭
を
入
れ
て
お
く
陶
製
の
器
〔
火
入
〕
は
、
客
と
習
慣
的
な
挨
拶
を
交
わ
し
た
の
ち
、
歓
待
を
示
す
最
初
の
行
為
の
ひ
と
つ
と

し
て
客
に
手
渡
さ
れ
る（

99
）。

パ
イ
プ
〔
キ
セ
ル
〕
の
一
般
的
な
形
式
は
、
金
属
製
の
火
皿
と
吸
口
、
お
よ
び
竹
製
の
軸
〔
羅
宇
〕
か
ら
成
っ
て
い
る（

100
）。

当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
全
体
が
陶
製
の
キ
セ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
俗
博
物
館
に
は
、
火
皿
と
吸
口
が
磁
器
で
で
き
た
パ
イ

プ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
95
）
茶
道
の
作
法
が
一
見
不
条
理
に
見
え
て
実
際
に
は
自
然
か
つ
容
易
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、JH

150,
151

(166).

（
96
）
酒
と
盃
に
つ
い
て
は
、JD

1:38
(1:35).

（
97
）
燗
銅
壺
に
つ
い
て
は
、JH

188
(202,

203).

（
98
）
灰
吹
と
そ
の
痰
壺
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
は
、JH

217
(229).

（
99
）
火
入
と
煙
草
盆
に
つ
い
て
は
、JH

217
(229)

;JD
1:7,

14,
17,

51,
54,

101,
245,

2:49
(1:8,

14,
17,

46,
49,

90,
216,

330).

（
100
）
キ
セ
ル
に
つ
い
て
は
、JD

1:7,
2:373

(1:8,
2:182).
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（
11
）
書

斎

机

書
斎
机
と
そ
の
上
で
使
わ
れ
る
品
々（

101
）は

、
日
本
人
を
強
く
特
徴
づ
け
る
詩
作
へ
の
愛
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
陶
製
で
あ
り
、
そ
の
制
作
に
お
い
て
は
熟
練
、
創
意
、
趣
味
が
発
揮
さ
れ
る
。
硯
は
普
通
は
石
で
で
き
て
い
る
が
、
陶
製
の
も
の

も
と
き
お
り
見
か
け
る
。
古
い
瓦
が
同
じ
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
筆
置
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
組
み
合

わ
さ
れ
た
三
羽
の
白
鳥
、
穀
粒
を
つ
い
ば
む
雄
鶏
、
並
ん
だ
子
供
た
ち
、
あ
る
い
は
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
た
単
純
な
山
の
背
な
ど
で
あ
る
。
硯
に
水

を
注
ぐ
た
め
の
容
器
〔
水
滴
〕
は
、
何
ら
か
の
家
庭
の
神
や
神
話
上
の
動
物
の
形
で
作
ら
れ
る
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
墨
を
置
い
て
お
く
台
〔
墨

床
〕
も
陶
器
で
で
き
て
い
る
。
小
さ
な
陶
製
の
衝
立
〔
硯
屏
〕
が
、
墨
を
研
ぐ
際
に
飛
び
散
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
硯
の
前
に
置
か
れ
る（

102
）。

陶
製

の
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
〔
文
鎮
〕
も
稀
で
は
な
く
、
亀
の
形
で
あ
っ
た
り
、
水
平
の
棒
状
で
、
そ
の
上
に
型
取
り
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
が

載
っ
て
い
た
り
す
る
。
手
稿
を
訂
正
す
る
の
に
使
わ
れ
る
朱
色
の
墨
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
特
別
な
ケ
ー
ス
も
作
ら
れ
る
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

は
、
い
ず
れ
も
陶
器
で
で
き
た
、
仕
切
り
の
あ
る
筆
箱
や
筆
の
柄
〔
筆
軸
〕
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
召
使
い
を
呼
ぶ
た
め
の
鈴
は
、
磁
器
で

作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
12
）
芸
術
家
の
道
具

芸
術
家
が
顔
料
を
混
ぜ
る
際
に
は
、
低
く
浅
い
皿
、
筆
を
置
い
た
り
洗
っ
た
り
す
る
た
め
の
特
別
な
形
を
し
た
用
具
、
水
の
た
め
の
容
器
な
ど

が
必
要
と
な
る
。
漢
字
を
大
き
く
書
く
に
は
多
量
の
墨
を
準
備
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
特
別
な
器
が
用
い
ら
れ
る
。

（
13
）
花

花
に
対
す
る
愛
情
は
日
本
人
の
主
要
な
特
徴
で
あ
る
。
花
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
た
め
に
多
種
多
様
な
品
々
が
作
ら
れ
る（

103
）。

自
立
す
る
花
入
は
ご

つ
ご
つ
と
し
て
重
く
、
ど
っ
し
り
と
し
て
い
る
た
め
、
活
け
ら
れ
た
花
は
、
対
比
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
美
し
く
見
え
る
。
掛
け
花
入
に
は
無
数
の

デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
。
一
輪
の
花
が
活
け
ら
れ
る
だ
け
の
大
き
さ
の
趣
あ
る
小
型
の
容
器
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
書
斎
机
や
部
屋
の
棚
の
上
に
置
か
れ
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る
。
掛
け
る
た
め
の
船
形
の
容
器
や
、
滑
車
か
ら
吊
る
さ
れ
た
二
つ
の
四
角
い
釣
瓶
、
広
く
て
重
い
ト
レ
ー
も
ま
た
、
花
の
た
め
に
作
ら
れ
る
。

花
瓶
は
し
ば
し
ば
青
と
白
の
〔
染
付
の
〕
磁
器
や
青
磁
釉
で
作
ら
れ
、
き
わ
め
て
装
飾
的
で
あ
る
。

（
14
）
香

炉

線
香
や
少
量
の
香
を
焚
く
こ
と
は
、
多
く
の
機
会
に
行
な
わ
れ
る
。
茶
会
、
神
棚
の
前
、
客
人
の
い
る
前
、
墓
な
ど
で
あ
る
。
香
炉
に
は
多
く

の
種
類
が
あ
る
。
動
物
の
形
に
作
ら
れ
た
も
の
は
、
煙
が
口
や
目
か
ら
抜
け
て
い
く
。
家
形
の
も
の
は
、
屋
根
の
棟
の
端
に
あ
る
開
口
部
か
ら
煙

が
出
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
香
炉
の
形
を
模
し
た
も
の
も
あ
り
、
釉
は
銅
に
似
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）
香

合

日
本
の
陶
工
の
旺
盛
な
活
力
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
香
を
入
れ
て
お
く
箱
〔
香
合
〕
に
お
い
て
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス（

104
）

の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
コ
ケ
ト
リ
ー
と
奇
抜
さ
、
思
い
が
け
な
さ
と
驚
き
は
、
こ
こ
に
お
い
て
最
も
十
全
な
表
現
を
見
出
す
。
哺
乳
類
、
鳥
、

魚
、
虫
、
神
話
的
な
事
物
、
果
実
や
花
々
な
ど
、
思
い
つ
く
か
ぎ
り
の
す
べ
て
の
も
の
、
果
て
は
山
や
滝
ま
で
が
、
こ
の
も
て
な
し
の
た
め
の
陶

器
に
あ
ま
ね
く
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
101
）
文
房
具
に
つ
い
て
は
、JD

2:410
(3:214).

（
102
）
硯
屏
に
つ
い
て
は
、JH

181
(195).

（
103
）
花
器
に
つ
い
て
は
、JH

304-308
(313-318).

（
104
）J.

J.
Jarves,

A
G

lim
pse

of
the

A
rt

of
Japan

,
1876,

p.
22.

モ
ー
ス
は
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス
に
つ
い
て
、「
日
本
美
術
に
つ
い
て
共
感
的
か
つ
鑑
賞
眼

を
も
っ
て
執
筆
し
た
最
初
の
ア
メ
リ
カ
人
」
と
評
し
て
い
る
（JD

1:270
[1:237]

）。
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（
16
）
装

飾

物

こ
の
項
目
に
は
、
何
ら
か
の
神
話
的
動
物
や
家
庭
の
神
の
形
を
し
た
陶
製
の
人
物
像
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
部
屋
の
凹
み
〔
床
の
間
〕
で
、

掛
け
ら
れ
た
絵
す
な
わ
ち
「
掛
物
」
の
下
に
置
か
れ
る
。
こ
の
種
の
絵
画
は
、
使
わ
な
い
と
き
に
は
地
図
の
よ
う
に
丸
め
ら
れ
る
が
、
絵
が
巻
か

れ
る
棒
〔
軸
棒
〕
に
は
、
陶
器
か
磁
器
の
ノ
ブ
〔
軸
先
〕
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
通
常
は
金
属
製
だ
が
、
陶
製
の
こ
と
も
あ
る
奇
妙
な
形

の
事
物
〔
風
鎮
〕
が
、
絵
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
ノ
ブ
に
掛
け
て
使
わ
れ
る
。
珍
し
く
も
巧
妙
な
あ
る
陶
製
の
装
置
は
、
中

に
開
い
た
扇
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
部
屋
の
ど
こ
か
上
の
方
に
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
陶
製
の
円
盤
の
両
側
に
、
大
と
小
の
文
字
が
書

か
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
る
月
の
日
数
の
多
さ
あ
る
い
は
少
な
さ
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る（

105
）。

音
楽
を
奏
で
る
虫
を
飼

う
た
め
の
籠
が
磁
器
で
で
き
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る（

106
）。

中
に
積
み
石
を
立
て
て
金
魚
を
飼
う
た
め
に
、
広
く
深
い
容
器
が
用
い
ら
れ

る
。
鳥
の
粒
餌
を
入
れ
て
お
く
た
め
に
、
環
の
つ
い
た
小
さ
な
陶
器
の
カ
ッ
プ
が
使
わ
れ
る
。

（
17
）
装

身

具

墨
と
筆
を
携
帯
す
る
た
め
に
帯
に
差
し
て
使
う
小
さ
な
道
具
〔
矢
立（

107
）〕

は
、
通
常
は
金
属
製
だ
が
、
稀
に
陶
製
の
も
の
も
見
か
け
る
。
弁
護
士

や
医
師
は
か
つ
て
、
木
や
象
牙
で
で
き
た
剣
の
代
用
品
を
帯
び
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
器
具
は
、
魚
あ
る
い
は
そ
の
他
の
趣
あ
る
事
物

を
か
た
ど
っ
て
彫
ら
れ
た
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
陶
製
の
も
の
が
一
点
含
ま
れ
て
い
る
。「
印
籠
」
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
漆
塗
り
で
あ
る
が
、
陶

磁
製
の
も
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。「
根
付
」
は
通
常
、
木
や
象
牙
、
金
属
や
石
で
作
ら
れ
、
数
珠
は
通
常
は
金
属
製
だ
が
、
陶
器
で
も
作

ら
れ
る
。
ヘ
ア
ピ
ン
で
さ
え
陶
器
や
白
磁
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
梅
の
花
の
形
に
細
工
さ
れ
て
い
る
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
陶
製
の
仮
面
も

所
蔵
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
像
に
か
ぶ
せ
て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

－ 230 －



（
18
）
装
飾
の
材
料

さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
陶
器
は
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
。
磁
器
の
パ
ネ
ル
は
飾
り
棚
に
使
用
さ
れ
る
。
著
名
な
漆
芸
家
で
あ
る
笠
翁
〔
小
川
破
笠
〕

は
、
自
分
の
作
品
を
装
飾
す
る
た
め
に
、
他
の
材
料
に
加
え
て
軟
陶
を
採
用
し
た
。
笠
翁
の
方
法
を
引
き
継
い
だ
芸
術
家
た
ち
の
手
に
な
る
装
飾

パ
ネ
ル
で
は
、
陶
器
や
真
珠
や
鉛
が
、
こ
の
や
り
方
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
化

粧

台

化
粧
台
の
上
で
は
数
多
く
の
陶
製
の
品
々
が
用
い
ら
れ
る
。
白
粉
の
箱
、
混
ぜ
る
た
め
の
水
を
入
れ
て
お
く
特
別
な
器
、
ル
ー
ジ
ュ
の
よ
う
な

化
粧
品
の
た
め
の
皿
〔
紅
皿
〕、
椿
油
を
入
れ
て
お
く
た
め
の
、
背
が
低
く
て
幅
が
広
い
、
口
の
す
ぼ
ま
っ
た
瓶
〔
油
壺
〕
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
加
え
、
お
歯
黒（

108
）に

用
い
ら
れ
る
壺
や
そ
の
他
の
容
器
も
あ
る
。

（
20
）
ゲ
ー
ム
と
玩
具

硬
質
の
陶
製
の
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
〔
将
棋
盤
〕
が
見
ら
れ
、
駒
は
磁
器
で
で
き
て
い
る
。
鈴
や
種
々
の
小
さ
な
人
形
、
日
本
人
が
砂
の
盆
に
作
り

上
げ
る
こ
と
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
ミ
ニ
ニ
ュ
ア
の
庭
の
た
め
の
道
具
一
式（

109
）な

ど
、
陶
製
の
玩
具
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
。

庭
作
り
の
た
め
の
品
と
し
て
は
、
夏
の
別
荘
、
橋
、
垣
根
、
石
灯
籠
、
人
形
、
ミ
ニ
ニ
ュ
ア
の
木
な
ど
が
あ
る
。

剣
士
た
ち
の
面
の
頂
部
に
は
、
小
さ
く
脆
い
陶
製
の
板
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
ご
く
弱
い
打
ち
込
み
で
割
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
105
）
同
様
の
機
能
を
も
つ
木
製
の
飾
り
物
に
つ
い
て
は
、JD

2:98
(2:237).

（
106
）
虫
を
飼
う
習
慣
に
つ
い
て
は
、JD

1:119,
120

(1:107).

（
107
）
矢
立
に
つ
い
て
は
、JD

1:199,
2:410,

411
(1:176,

3:214,
215).

（
108
）
お
歯
黒
に
つ
い
て
は
、JD

2:339,
340

(3:153,
154).

（
109
）
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
庭
に
つ
い
て
は
、JD

1:297
(2:17).
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（
21
）
庭

ベ
ラ
ン
ダ
〔
縁
側
〕
の
端
に
は
水
を
張
っ
た
容
器
〔
手
水
鉢
〕
が
あ
り（

110
）、

そ
の
近
く
に
は
タ
オ
ル
が
掛
か
っ
て
い
る（

111
）。

こ
の
器
は
鉄
か
石
で
で

き
て
い
る
が
、
大
き
な
陶
製
の
も
の
も
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
庭
園
を
飾
る
石
灯
籠（

112
）は

、
陶
器
で
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
四
角
い
タ
イ
ル
が
露

地
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
を
、
特
に
京
都
の
陶
工
た
ち
の
庭
で
見
た
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
陶
器
で
で
き
た
大
き
な
井
戸

の
滑
車
が
含
ま
れ
て
い
る（

113
）が

、
こ
れ
は
パ
リ
の
Ｓ
・
ビ
ン
グ
氏
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陶
器
あ
る
い
は
磁
器
で
で
き
た
、
中
国
風
の
庭
園

用
ス
ツ
ー
ル
も
珍
し
く
な
い
。

（
22
）
薬

こ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
蒸
留
の
た
め
の
陶
製
の
器
〔
ラ
ン
ビ
キ
〕
が
あ
る
。
中
国
の
調
剤
術
（
日
本
で
は
も
は
や
先
は
長

く
な
い（

114
））

に
従
っ
て
、
カ
エ
ル
や
ウ
サ
ギ
の
頭
蓋
骨
な
ど
を
炭
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
小
さ
な
壺
は
、
陶
器
で
作
ら
れ
る
。
薬
を
注
ぐ
の
に

使
う
口
の
長
い
カ
ッ
プ
〔
吸
い
口
〕、
固
形
物
を
挽
く
た
め
の
乳
鉢
、
粉
薬
や
丸
薬
を
入
れ
て
お
く
「
根
付
」
や
「
印
籠
」
な
ど
、
身
に
つ
け
て

お
く
事
物
も
ま
た
、
珍
し
く
な
い
。

（
23
）
製

陶

陶
芸
で
は
多
く
の
陶
製
の
道
具
が
使
わ
れ
る
。
マ
ッ
フ
ル
か
ら
し
て
す
で
に
陶
製
で
あ
る
。
窯
の
棚
や
支
柱
、
匣
鉢
も
す
べ
て
陶
器
で
で
き
て

い
る
。
水
簸
の
た
め
の
大
き
な

や
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
器
も
、
製
陶
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
。

（
24
）
そ
の
他
諸
々

瓶
や
箱
や
広
口
壺
の
形
を
し
た
数
多
く
の
品
々
を
店
先
で
目
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
エ
キ
ス
や
保
存
食
、
強
壮
剤
、
甘
味
酒
な
ど
を

入
れ
て
お
く
た
め
の
も
の
で
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
、
ガ
ラ
ス
の
代
わ
り
に
陶
器
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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冶
金
家
は
金
属
を
溶
か
す
た
め
に
陶
製
の
る
つ
ぼ
を
使
う
。
過
去
に
は
、
そ
こ
で
偶
然
に
生
じ
た
酸
化
が
、
新
し
い
釉
薬
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。

ま
た
、
る
つ
ぼ
の
底
に
溜
ま
っ
た
有
色
の
残
留
物
は
し
ば
し
ば
、
金
工
品
の
象
嵌
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
合
金
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

農
夫
た
ち
は
種
を
発
芽
さ
せ
る
た
め
に
重
い

を
使
う
。
道
端
に
は
大
き
な
水
瓶
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道
に
水
を
撒
く
た
め
〔
水
打

ち
〕
と
防
火
の
た
め
で
あ
る
。

以
上
で
述
べ
た
品
々
に
、
あ
ら
ゆ
る
陶
製
の
物
品
が
も
れ
な
く
含
ま
れ
て
い
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
墨
や
漆
の
製
造
者
が
用
い
る
陶
製
の

道
具
、
そ
の
他
の
商
売
や
職
業
で
見
ら
れ
る
用
具
に
つ
い
て
は
、
記
録
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
本
に
お
け
る
陶
器
の
使
用
に
無
限

の
多
様
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
に
は
、
こ
こ
で
引
用
し
た
事
例
で
十
分
で
あ
る
。

解
説
の
た
め
の
註
釈

本
目
録
で
使
用
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
用
語
に
は
解
説
が
必
要
で
あ
る
。
物
品
の
名
称
を
示
す
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
英
語
の
名
詞

を
用
い
た
が
、
唯
一
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
水
を
張
っ
た
器
で
、
日
本
人
は
ま
ず
自
分
の
盃
を
そ
れ
で
す
す
い
だ
後
、
一
緒
に
飲
み
た
い
客
人
へ

と
盃
を
回
す
の
で
あ
る
。
こ
の
器
は
「
盃
洗
」
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
容
器
と
し
て
も
儀
礼
と
し
て
も
、
英
語
に
は
同
じ
意
味
の
語
が
な
い
た
め
、

本
書
で
は
「
ハ
イ
セ
ン
」
と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
。
日
本
に
は
縁
に
小
さ
な
注
ぎ
口
の
つ
い
た
碗
の
一
種
が
あ
る
。
一
般
に
ソ
ー
ス
を
入
れ
る

た
め
に
使
わ
れ
る
器
で
、「
片
口
」（
片
方
の
口
の
意
）
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
形
式
の
器
に
は
「
ビ
ー
カ
ー
」
の
語
を
用
い
る
。
日
本
の
陶

器
に
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
ひ
び
や
貫
入
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
ひ
び
が
と
り
わ
け
粗
か
っ
た
り
、
殊
に
き
め
細
か
で
あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の

（
110
）
手
水
鉢
に
つ
い
て
は
、JH

231,
252-255

(240-242,
263-266).

（
111
）
手
ぬ
ぐ
い
掛
け
に
つ
い
て
は
、JH

209,
210

(221,
222).

（
112
）
石
灯
籠
に
つ
い
て
は
、JH

277-278
(288,

289)
;JD

1:151,
2:75

(1:134,
2:216).

（
113
）
井
戸
に
つ
い
て
は
、JH

298,
299

(308,
309).

（
114
）
漢
方
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
に
つ
い
て
は
、JH

219
(230,

231)
;JD

1:40,
2:425

(1:37,
3:226,

227).
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特
異
性
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
を
の
ぞ
い
て
は
、
作
品
記
述
に
お
い
て
こ
の
点
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い（

115
）。

ひ
び
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
。
茶
入
の
多
く
に
は
、
底
面
に
糸
切
と
呼
ば
れ
る
痕
跡
（
作
品
を
ろ
く
ろ
か
ら
糸
で
切
り
離
し
た
跡
）
が
あ
り
、
薩
摩

の
茶
入
そ
の
他
を
例
外
と
し
て
、
通
常
は
右
回
転
に
よ
る
糸
切
で
あ
る（

116
）た

め
、
特
に
言
及
が
な
け
れ
ば
、
糸
切
と
い
え
ば
右
糸
切
と
し
て
理
解
さ

み
ず
ぐ
す
り

れ
た
い
。
透
明
釉
は
、
水
が
与
え
る
よ
う
な
色
調
を
粘
土
に
ほ
ど
こ
す
も
の
で
、
日
本
人
は
こ
の
釉
薬
の
こ
と
を
水
釉
と
呼
ぶ
。「
交
趾
」
の
語

は
、
日
本
人
に
は
き
わ
め
て
一
般
的
な
用
語
で
あ
る
が
、
本
目
録
で
は
使
用
し
な
い
。
赤
・
黄
・
緑
・
紫
の
釉
薬
（
別
々
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
混
合
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）、
お
よ
び
白
い
生
地
に
赤
と
緑
で
描
か
れ
た
ラ
フ
な
装
飾
の
こ
と
を
、
交
趾
と
い
う
包
括
的
な
名
で
呼
ぶ
。

こ
の
種
の
や
き
も
の
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
か
ら
将
来
し
た
か
、
コ
ー
チ
シ
ナ
の
陶
器
を
模
倣
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
ア
ン
ナ
ン
の

チ
ョ
ロ
ン
の
町
の
近
く
で
、
陶
器
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
吟
味
す
る
機
会
が
あ
っ
た（

117
）。

陶
器
は
コ
ー
チ
シ
ナ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
日
本
人
が
交
趾
と
呼
ぶ
も
の
に
類
似
し
た
釉
薬
や
装
飾
は
、
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

他
方
、
私
は
広
東
の
北
の
あ
る
町
で
、
日
本
人
の
言
う
交
趾
の
起
源
と
お
ぼ
し
き
陶
器
の
釉
薬
を
目
に
し
た
の
で
あ
る（

118
）。

陶
器
を
ケ
ー
ス
の
中
に
並
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
施
設
〔
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
〕
が
も
つ
本
来
の
性
質
に
譲
歩
し
た
。
当
館
は
何
よ
り
も
ま

ず
美
術
館
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
な
さ
れ
た
妥
協
に
よ
っ
て
、
あ
る
陶
工
一
族
に
よ
る
や
き
も
の
の
う
ち
、
ユ
ニ
ー
ク
で
よ
り
美
し
い
も
の

オ

ン

・

ザ

・

ラ

イ

ン

が
、
い
わ
ば
「
目
の
高
さ
の
位
置
に
」
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
幾
人
か
の
最
も
偉
大
な
陶
工
た
ち
の
作
品
が
、

い
ち
ば
ん
低
い
棚
や
い
ち
ば
ん
高
い
棚
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
場
所
で
は
、
対
象
は
引
き
立
っ
て
は
見
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
は
国
々
の
並
べ
方
に
も
当
て
は
ま
り
、
そ
の
順
番
は
純
粋
に
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
の
な
い
も
の
や
、
番
号
に
ア
ス
テ
リ
ス
ク
の
つ
い
た
も
の
は
、
ス
ペ
ー
ス
不
足
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
示
す
。
そ
の
多
く
は
、
た
と
え
ば
あ
る
陶
工
一
族
や
そ
の
支
流
の
衰
退
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
多
く
は
芸
術
的
な
長
所
を
も
た
な
い
。
や
き
も
の
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
、
日
本
陶
器
管
理
官
〔
モ
ー
ス
自
身
を

指
す
〕
に
申
し
込
む
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蜷
川
式
胤
は
、『
観
古
図
説
』
と
題
さ
れ
た
著
作
の
刊
行
を
一
八
七
六
年
に
開
始
し
た（

119
）。

こ
の
著
作
に
は
、『
日
本
の
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芸
術
と
工
芸
』
と
い
う
包
括
的
な
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る（

120
）。

日
本
陶
器
に
つ
い
て
の
著
述
〔『
陶
器
之
部
』〕
は
、
全
七
巻
の
書
物
と
、
彼
が

生
き
て
い
た
ら
第
八
巻
を
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
多
く
の
未
刊
行
の
〔
石
版
画
に
よ
る
〕
図
版
と
〔
手
描
き
に
よ
る
〕
下
絵（

121
）よ

り
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
小
さ
な
写
真
の
数
々
を
含
ん
だ
、
江
戸
城
の
さ
ま
ざ
ま
な
門
構
え
に
つ
い
て
の
部
分
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
た（

122
）。

古
い
瓦
に
つ
い
て
の
部
分
は
、
図
版
の
作
成
が
完
了
し
て
い
る（

123
）。

日
本
の
鎧
に
つ
い
て
の
部
分
は
、
下
絵
の
準
備
ま
で
が
終
わ
っ
て
い
る（

124
）。

一
八

八
二
年
の
蜷
川
の
早
す
ぎ
る
死
に
よ
っ
て
、
こ
の
著
作
は
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
陶
器
に
関
す
る
七
冊
に
は
、
手
で
着
色
さ
れ
た
石
版
画
の

（
115
）
西
洋
の
陶
器
で
は
欠
点
と
さ
れ
る
ひ
び
や
貫
入
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
に
つ
い
て
は
、O

S525.

薩
摩
焼
お
よ
び
中
国
磁
器
の
貫
入
と
火
星
の
地

表
の
亀
裂
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、M

M
152.

（
116
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、O

S521.

（
117
）
チ
ョ
ロ
ン
滞
在
中
の
住
宅
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、JH

329,
330

(340).

（
118
）
広
東
の
北
方
で
の
陶
器
窯
の
見
学
に
つ
い
て
は
、G

C
187-205.

（
119
）
第
一
巻
は
一
八
七
六
年
、
第
二
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
は
一
八
七
七
年
、
第
六
巻
は
一
八
七
九
年
、
第
七
巻
は
一
八
八
〇
年
〔
正
し
く
は
一
八
七
九

年
〕
に
刊
行
。〔
原
註
〕

（
120
）
同
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
解
説
に
付
さ
れ
た
正
確
な
タ
イ
ト
ル
は
、『
日
本
の
芸
術
と
工
芸
に
つ
い
て
の
歴
史
的
・
記
述
的
概
論
（N

otice
historique

et
descriptive

sur
les

arts
et

industries
japonais

）』。

（
121
）
未
刊
の
図
版
と
下
絵
に
つ
い
て
は
、N

T
10

も
参
照
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
『
観
古
図
説
』
付
属
の
冊
子
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
が
、
こ
れ
に
該

当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
今
井
前
掲
書
、
四
二
二
〜
四
二
九
、
四
四
五
〜
四
五
一
頁
）。

（
122
）『
観
古
図
説

城
郭
之
部
一
』
一
八
七
八
年
。
こ
れ
は
以
下
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。『〔
新
訂
〕
観
古
図
説

城
郭
之
部
』
蜷
川
親
正
編
、
中
央
公

論
美
術
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

（
123
）
こ
れ
ら
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
所
蔵
す
る
『
観
古
図
説
』
付
属
の
冊
子
Ａ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蜷
川
式
胤
の
姉
・
辰
子
の
も
と
に
は
、
瓦
の
図
版

の
み
な
ら
ず
解
説
文
も
遺
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
一
九
〇
二
年
に
『
観
古
図
説

瓦
之
部
』
を
刊
行
し
た
（
今
井
前
掲
書
、

四
二
二
〜
四
四
四
、
四
五
〇
〜
四
五
一
頁
）。

（
124
）『
観
古
図
説
』
が
城
郭
・
陶
器
・
瓦
の
み
な
ら
ず
、
鎧
を
も
含
む
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
モ
ー
ス
が
蜷
川
か
ら
見
せ
ら
れ
た
、
人
物
が
下
着
姿
か
ら
始
ま
り
、
次
い
で
着
衣
、
最
後
に
は
鎧
を
つ
け
た
姿
で
段
階
的
に
表

現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
絵
に
つ
い
て
は
、N

T
10.
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挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
蜷
川
の
著
作
に
登
場
す
る
陶
器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
多
く
を
所
蔵
し
て
い
る
。
第
一
巻
の
図
版

の
多
く
は
描
画
か
ら
の
模
写
で
あ
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
掲
載
品
は
一
点
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
二
三
点
の
う
ち
二

一
点
、
第
三
巻
の
三
二
点
の
う
ち
三
〇
点
、
第
四
巻
の
三
六
点
の
う
ち
三
三
点
が
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
蔵
品
で
あ
る
。
第
五
巻
に
つ
い
て
は
、

所
載
品
の
三
〇
点
す
べ
て
を
収
蔵
し
て
い
る
。
第
六
巻
に
掲
載
さ
れ
た
三
五
点
の
う
ち
一
一
点
、
第
七
巻
の
三
一
点
の
う
ち
一
〇
点
が
、
同
様
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
八
巻
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
が
未
刊
行
の
図
版
や
下
絵
に
登
場
す
る
二
二
点
の
う
ち
、
一
五
点（

125
）が

所
蔵
品
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
蜷
川
の
偉
大
な
著
作
に
掲
載
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
う
ち
、
計
一
五
〇
点
を
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
刊

行
さ
れ
た
著
作
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
残
り
五
二
点
の
作
品
の
う
ち
、
大
英
博
物
館
が
九
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
残
り
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ト
ー
マ
ス
・
Ｅ
・
ワ
ガ
マ
ン
殿
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
殿
、
ボ
ス
ト
ン
の
ト
ー
マ
ス
・
ア
レ
ン
殿
の
私
的
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
蜷
川
が
著
書
に
掲
載
し
た
も
の
の
中
で
最
も
稀
少
で
重
要
な
の
は
、
第
二
、
三
、
四
、
五
巻
に
所
収
の
諸
作
品

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
に
掲
載
さ
れ
た
一
二
一
点
の
う
ち
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
七
点
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
所
蔵
し
て
い
る（

126
）。

本
目
録
に
お
い
て
、

〔『
観
古
図
説
』
所
収
の
〕
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
、「
タ
イ
プ
・
ニ
ナ
ガ
ワ（

127
）」

な
ど
と
表
記
す
る
。

日
本
陶
器
の
史
的
発
展
を
十
全
な
も
の
と
す
る
に
は
、
中
国
、
コ
ー
チ
シ
ナ
、
ア
ン
ナ
ン
の
軟
陶
を
集
め
た
小
さ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
由
来
す
る
何
種
類
か
の
陶
器
、
施
釉
方
法
、
装
飾
の
起
源
を
例
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本

人
が
こ
う
し
た
国
々
か
ら
受
け
た
恩
恵
を
十
分
に
自
覚
し
て
い
る
こ
と
は
、
交
趾
（
コ
ー
チ
シ
ナ
）、
支
那
（
中
国
）、
南
京
（
中
国
を
意
味
す
る

口
語
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
陶
器
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
人
が
決
し
て
模
倣
で
き
な
か
っ
た
、
天
目
と
呼

ば
れ
る
す
ば
ら
し
い
中
国
の
碗
、
中
国
の
青
磁
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
し
た
中
国
の
磁
器
、
交
趾
と
し
て
知
ら
れ
る
、
装
飾
の
上
に
粗
い
赤
と
緑

〔
の
釉
薬
を
か
け
た
陶
器
〕、
南
京
の
黄
と
赤
と
金
の
鼈
甲
釉
、
ブ
カ
ロ
〔
紫
泥
〕
と
呼
ば
れ
る
陶
器
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
も
の
は
す
べ
て
、
中

国
の
手
本
か
ら
の
写
し
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
典
型
的
な

形
式
を
い
く
つ
か
集
め
る
以
上
の
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

地
名
の
綴
り
は
、
Ｗ
・
Ｎ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
医
学
博
士
に
よ
る
価
値
の
高
い
『
日
本
の
主
要
道
路
・
主
要
都
市
ほ
か
の
辞
典（

128
）』

に
拠
っ
た
。
こ
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の
た
め
、Idzum

o

はIzum
o

、K
odzuke

はK
ōzuke

、K
ioto

はK
yōto

、T
okio

はT
ōkyō

な
ど
と
表
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｇ
・
ア
ペ
ー
ル
教
授
と
Ｈ
・
キ
ノ
シ
タ
〔
木
下
広
次
〕
氏
に
よ
る
『
日
本
古
事（

129
）』、

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｍ
・
サ
ト
ウ
卿
と
Ａ
・
Ｇ
・
Ｓ
・

ホ
ー
ズ
大
尉
に
よ
る
『
中
部
・
北
部
日
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（

130
）』、

バ
ジ
ル＝

ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
教
授
と
Ｗ
・
Ｂ
・
メ
ー
ソ
ン
に
よ
る
『
日
本

へ
の
旅
行
者
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（

131
）』

も
ま
た
、
有
益
な
参
考
書
で
あ
っ
た
。

（
了
）

【
解
題
】

こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
、“Introduction”,

in
E

.
S.

M
orse,

C
atalogue

of
the

M
orse

C
ollection

of
Japanese

Pottery,
B

oston
1901,

pp.
1-

24

の
翻
訳
で
あ
る
。
大
森
貝
塚
の
発
掘
で
知
ら
れ
る
エ
ド
ワ
ー
ド＝

シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
五
年
）
は
、
本
来
は

動
物
学
者
で
あ
り
、
腕
足
類
の
調
査
の
た
め
に
来
日
し
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
日
本
の
や
き
も
の
の
魅
力
に
目
覚
め
、
鑑
定
方
法
を
学
び
、

（
125
）
モ
ー
ス
は
別
の
文
章
で
一
六
点
と
し
て
い
る
（FO

12

）.

こ
の
う
ち
今
井
氏
は
一
四
点
を
確
認
し
て
い
る
（
今
井
前
掲
書
、
四
二
九
頁
）。

（
126
）『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
モ
ー
ス
が
来
日
す
る
前
に
「
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
に
売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
（JD

2:106

[2:244]

）.

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
ビ
ン
グ
の
こ
と
で
あ
り
、
モ
ー
ス
は
の
ち
に
彼
か
ら
買
い
取
る
こ
と
に
成
功
す
る
（N

T
10

）.

（
127
）「
タ
イ
プ
・
ニ
ナ
ガ
ワ
」
に
つ
い
て
はN

T

お
よ
びFO
を
参
照
。

（
128
）
正
確
な
書
名
ほ
か
は
以
下
の
通
り
。W

.
N

.
W

hitney,
A

C
oncise

D
ictionary

of
the

P
rincipal

R
oads,

C
hief

Tow
ns

and
Villages

of
Japan

,

T
ōkyo

1889.

（
129
）G

.A
ppert,

H
.

K
inoshita,

A
ncien

Japon
,

T
ōkio

1888.

（
130
）
正
確
な
書
名
ほ
か
は
以
下
の
通
り
。E

.
M

.
Satow

,A
.

G
.

S.
H

aw
es,

A
H

andbook
for

Travellers
in

C
entral

&
N

orthern
Japan

,Y
okoham

a

1881.

（『
明
治
日
本
旅
行
案
内
』
上
中
下
、
Ｅ
・
サ
ト
ウ
編
著
、
庄
田
元
男
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）

（
131
）B

.
H

.
C

ham
berlain,W

.
B

.
M

ason,
A

H
andbook

for
Travellers

in
Japan

,
3

rd
ed.

revised
and

for
the

m
ost

part
re-w

ritten,
L

ondon
1891.

（
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
Ｗ
・
Ｂ
・
メ
ー
ソ
ン
『
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
明
治
旅
行
案
内
――
横
浜
・
東
京
編
』
楠
家
重
敏
訳
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
八
年
）
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数
千
点
に
の
ぼ
る
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
。
本
目
録
は
、
長
年
に
わ
た
る
モ
ー
ス
の
陶
器
研
究
と
蒐
集
の
成
果
と
し
て
著

さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
七
九
年
に
リ
プ
リ
ン
ト
版
がC

harles
E

.
T

uttle
C

om
pany

よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

専
門
家
を
の
ぞ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
本
書
だ
が
、
実
は
大
正
時
代
に
す
で
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。「
考
陶
異
説
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、『
日
本
陶
磁
器
全
書
』
の
第
六
巻
（
一
九
一
八
年
五
月
）、
第
七
巻
（
同
七
月
）、
第
八
巻
（
同
九
月
）、
第
九
巻
（
同
一
一
月
）、
第
一
〇

巻
（
同
一
二
月
）、
第
一
一
巻
（
一
九
一
九
年
二
月
）、
第
一
二
巻
（
同
四
月
）、
補
遺
（
同
六
月
）
に
連
載
さ
れ
た
。
補
遺
の
目
次
に
は
著
者
と

し
て
「
も
お
す
氏
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
厳
密
な
意
味
で
の
翻
訳
で
は
な
い
。
扉
に
書
か
れ
た
註
記
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
日
本
陶
磁

器
に
関
す
る
欧
米
人
〔
モ
ー
ス
を
含
む
十
名
〕
の
研
究
を
訳
纂
し
た
る
も
の
」
で
あ
り
、
訳
者
は
「
本
会
〔
日
本
陶
磁
器
協
会
〕
編
輯
員
」
と
だ

け
記
さ
れ
、
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
解
説
の
主
文
は
、
本
書
お
よ
び
ボ
ウ
ズ
の
著
作
に
基
づ
い
て
書
か
れ
、
図
版
写
真
は
「
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
に
於
け
る
陶
器
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
本
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
考
陶
異
説
」
は
モ
ー
ス
の
書
の
翻
訳
と
い
う
よ
り
も
、
自
由
な
抄
訳
と
い
う
趣
が
あ
り
、
厳
密
さ
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、
目

録
の
巻
頭
に
位
置
す
る
序
文
も
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
日
本
人
に
と
っ
て
自
明
の
こ
と
だ
か
ら
と
い
う
理
由
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
序
文
は
、
日
本
滞
在
中
の
モ
ー
ス
が
、
日
常
生
活
で
の
実
体
験
、
古
物
愛
好
家
た
ち
と
の
語
ら
い
、
窯
元
で

の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
、
日
本
の
陶
器
に
関
す
る
生
き
た
知
識
が
豊
か
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
高
い
価
値
を
有
し

て
い
る
。
モ
ー
ス
は
文
章
の
中
で
、「
墨
や
漆
の
製
造
者
が
用
い
る
陶
製
の
道
具
、
そ
の
他
の
商
売
や
職
業
で
見
ら
れ
る
用
具
に
つ
い
て
は
、
記�

録�

を�

行�

な�

わ�

な�

か�

っ�

た�

」（
傍
点
筆
者
）
た
め
、
こ
こ
で
は
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
だ
が
逆
に
言
え
ば
、
序
文
で
挙
げ
ら

れ
て
い
る
事
例
は
、
単
に
書
物
か
ら
得
た
情
報
で
は
な
く
、
稀
代
の
「
メ
モ
魔
」
モ
ー
ス
自
身
に
よ
る
膨
大
な
記
録
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
紹
介
さ
れ
る
や
き
も
の
の
タ
イ
プ
の
多
く
は
す
で
に
久
し
く
姿
を
消
し
て
お
り
、
モ
ー
ス
と
い
う
異
邦
人
の
卓
越
し

た
観
察
眼
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
当
時
の
や
き
も
の
の
「
生
」
の
さ
ま
は
、
時
間
的
に
大
き
く
隔
た
っ
た
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
も
新
鮮
に
映
る
。

モ
ー
ス
の
感
じ
た
驚
き
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
驚
き
で
も
あ
る
。

モ
ー
ス
の
日
本
研
究
と
し
て
は
『
日
本
人
の
住
ま
い
』
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
モ
ー
ス
が
日
本
家
屋
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
、
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つ
い
に
一
書
を
著
す
に
い
た
っ
た
の
は
元
来
、
日
本
の
工
芸
品
、
特
に
や
き
も
の
の
用
途
と
そ
の
使
用
の
場
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
が
た
め
で

あ
り（

132
）、

序
文
に
お
い
て
も
、
陶
器
の
使
用
法
に
つ
い
て
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
森
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
陶
片
に
モ
ー
ス

が
縄
文
土
器
と
い
う
名
を
与
え
、
そ
れ
が
日
本
に
お
け
る
考
古
学
の
端
緒
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
モ
ー
ス
と
日
本
の
深
く
多
岐
に

わ
た
る
関
わ
り
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
彼
の
偏
愛
の
対
象
で
あ
っ
た
貝
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
そ
の
魅
力
に
初
め
て
目
覚
め
た
陶
器
が
と
り
も
つ

縁
だ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。『
日
本
人
の
住
ま
い
』
執
筆
の
原
動
力
と
な
り
、『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
の
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
陶

器
へ
の
関
心
が
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も
、
こ
の
序
文
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註
に
つ
い
て
は
、
註
（
119
）
の
み
モ
ー
ス
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
は
訳
者
が
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
注
を
付
す
に
あ
た
っ
て
は
、
人
名

や
用
語
に
つ
い
て
補
足
説
明
を
す
る
の
で
は
な
く
、
モ
ー
ス
に
よ
る
ほ
か
の
著
作
の
中
で
関
連
し
た
主
題
に
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
で
き
る
だ

け
丹
念
に
拾
い
、
網
羅
的
に
示
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
こ
れ
は
、
モ
ー
ス
の
日
本
陶
器
研
究
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
他
共
に
認
め

る
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
た
る
モ
ー
ス
の
幅
広
い
知
的
営
為
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
彼
の
複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
結
び
つ
け
る
索
引
と
し
て
利
用

で
き
れ
ば
、
今
後
の
研
究
に
も
何
が
し
か
資
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
よ
る
。
ま
た
、
モ
ー
ス
が
言
及
し
な
が
ら
書
誌
情
報
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
文
献
に
つ
い
て
の
補
足
や
、
主
に
年
代
に
関
す
る
明
ら
か
な
誤
り
の
修
正
な
ど
も
、
適
宜
行
な
っ
た
。

訳
註
で
言
及
す
る
モ
ー
ス
の
著
作
名
は
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
複
数
の
巻
か
ら
成
る
著
作
は
、
ノ
ン
ブ
ル
の
前
に
巻
数
を
示
し
た
。

（

）
内
の
数
字
は
、
邦
訳
に
お
け
る
巻
数
と
頁
を
示
し
て
い
る
。

�SM
:

Shell
M

ounds
of

O
m

ori,
T

okio
1879.

（『
大
森
貝
塚
』
大
森
貝
塚
保
存
会
編
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
に
翻
刻
）

�
介
墟：

『
大
森
介
墟
古
物
編
』
矢
田
部
良
吉
訳
、
東
京
大
学
法
理
文
学
部
、
一
八
七
九
年
（『
大
森
貝
塚
』
前
掲
書
に
再
録
）

�
大
森：

『
大
森
貝
塚

付
関
連
資
料
』
近
藤
義
郎
・
佐
原
真
編
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年

（
132
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、JH

xxviii,
308

(5,
318).
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�JH
:

Japanese
H

om
es

and
T
heir

Surroundings,
B

oston
1886.

（『
日
本
人
の
住
ま
い
』
斎
藤
正
二
・
藤
本
周
一
共
訳
、
八
坂
書
房
、
一
九

七
九
年
〔
新
装
版
、
二
〇
〇
二
年
〕。
以
下
の
邦
訳
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
斎
藤
・
藤
本
訳
に
拠
っ
た
。『
日
本
の
す
ま
い

内
と
外
』
上
田

篤
・
加
藤
晃
規
・
柳
美
代
子
訳
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）

�O
S

:
“O

ld
Satsum

a”,
in

H
arper’s

N
ew

M
onthly

M
agazine,V

ol.
77,

N
o.

360,
Sept.

1888,
pp.

512-529.

�G
C

:
G

lim
pses

of
C

hina
and

C
hinese

H
om

es,
B

oston
1902.

�M
M

:
M

ars
and

its
M

ystery,
C

am
bridge

(M
ass.)

1906.

�N
T

:
“N

inagaw
a’s

T
ypes

of
Japanese

Pottery”,
in

M
useum

of
F

ine
A

rts
B

ulletin
,V

ol.
11,

N
o.

61,
Feb.

1913,
pp.

10-12.

�JD
:

Japan
D

ay
by

D
ay,

2
vols.,

B
oston

and
N

ew
Y

ork,
1917.

（『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
石
川
欣
一
訳
〔
初
版
一
九
二
九
年
〕
全
三
巻
、

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
〇
〜
七
一
年
）

�FO
:

“Five
O

riginals
of

N
inagaw

a’s
W

ork”,
in

M
useum

of
F

ine
A

rts
B

ulletin
,V

ol.
23,

N
o.

136,A
pr.

1925,
p.

12.

表
記
に
つ
い
て
は
、
特
定
で
き
な
か
っ
た
日
本
人
の
名
や
、
原
文
マ
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
名
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
る
。
外
国
語
を

示
す
イ
タ
リ
ッ
ク
の
語
は
、
傍
点
を
付
す
の
で
は
な
く
カ
ギ
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
。
イ
タ
リ
ッ
ク
で
な
い
ほ
か
の
外
国
語
（kakem

ono

な
ど
）
で

も
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
も
の
が
あ
る
。
訳
者
に
よ
る
補
足
は
〔

〕
で
括
っ
た
。「
装
飾
」
お
よ
び
「
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
品
の
主
な
用

途
」
の
項
の
細
目
番
号
は
、
訳
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

訳
註
を
施
す
に
あ
た
っ
て
は
、『
角
川
日
本
陶
磁
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
を
頻
繁
に
活
用
し
た
。
ま
た
、
特
に
モ
ー
ス
と
蜷
川

式
胤
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
井
祐
子
氏
の
労
作
『
陶
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
が
、
た
い
へ
ん
参
考
に

な
っ
た
。

（
松
原
知
生
）
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【
附
記
】

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
の
古
美
術
愛
好
」（15K

02155

、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究
代
表
者
松
原
知
生
、

二
〇
一
五
〜
一
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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